
消防団・消防署合同模擬火災訓練
１０月１８日、富良野広域連合富良野消防団第

１分団と富良野消防署が、合同模擬火災訓

練を実施しました。訓練は㈱ヤマサの協力

の下、建物火災を想定して行われ、事業所

の従業員が初期消火や避難誘導、１１９番通

報した後、現場に駆け付けた消防団と消防

隊が一斉放水するなど、一連の消火活動を

行いながら、連携強化を図りました。
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介護保険制度の仕組みと加入者

な
お
、　

歳
未
満
の
人
は
、
対
象
と
な
る

６５

特
定
 疾
  病
 （
末
期
が
ん
な
ど
　
種
類
）
が

し
っ
 
ぺ
い

１６

原
因
で
要
介
護
認
定
を
受
け
た
場
合
に
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

（
図
１
参
照
）

　
介
護
保
険
被
保
険
者
証
の
交
付

　
第
１
号
被
保
険
者
と
な
る
満
　
歳
の

６５

誕
生
日
の
前
に
、
対
象
と
な
る
方
に
「
被

保
険
者
証
」
と
「
介
護
保
険
料
納
入
通
知

書
」
を
高
齢
者
福
祉
課
か
ら
郵
送
し
ま
す
。

保
険
料
は
、
原
則
、
年
金
か
ら
天
引
き
し

て
納
め
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、　

歳
に

６５

な
っ
た
人
は
一
時
的
に
納
付
書
で
の
納

付
と
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
第
２
号
被
保
険
者
は
、
要
介
護

認
定
を
受
け
た
場
合
に
被
保
険
者
証
を

交
付
し
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み

　
介
護
保
険
制
度
は
、
介
護
を
必
要
と
す

る
高
齢
者
や
そ
の
家
族
を
、
社
会
全
体
で

支
え
て
い
く
仕
組
み
で
す
。　

歳
以
上
の

４０

人
が
加
入
者
（
被
保
険
者
）
と
な
り
、
保

険
料
を
納
め
て
、
介
護
が
必
要
と
な
っ
た

と
き
に
、
そ
の
費
用
の
一
部
を
負
担
す
る

こ
と
で
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
、

運
営
主
体
（
保
険
者
）
は
市
町
村
が
担
っ

て
い
ま
す
。
介
護
保
険
制
度
の
仕
組
み
は

図
１
の
と
お
り
で
す
。

　
加
入
者
（
被
保
険
者
）
の
区
分
と
　
　

　
被
保
険
者
証
・
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
加
入
者
は
、　

歳
以
上
の
第
１
号
被
保

６５

険
者
と
、　

歳
以
上
　
歳
未
満
の
第
２
号

４０

６５

被
保
険
者
に
区
分
さ
れ
、　

歳
に
な
る
と

６５

介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

介護予防サービス
介護サービス
提供事業者
指定を受けた社会福祉法人、
医療法人、民間企業など

市町村（保険者）
《主な役割》
・介護保険料の算定や徴収
・被保険者証の交付
・要介護認定
・保険給付など

地域包括支援センター

高齢者が住み慣れた地域で
安心して暮らしていくこと
ができるよう支援する拠点

《居宅介護支援事業者》

ケアマネージャー
介護サービスの相談窓口と
なってくれる介護の専門家

費
用
の
請
求

費
用
の
９
割
（
ま
た
は
８
割
）
を
支
払
う

被保険者証の交付、認定結果の通知

介護保険料の納付
要介護認定の申請

サービスにかかった
費用の１割（または
２割）を支払う

サービスの提供

ケアプラン作成
依頼、サービス
に関する相談

各種相談

連連
携携

連絡調連絡調整整

連絡調連絡調整整

図１

　
現
在
、
平
成
　
年
度
か
ら
　
年
度
を
計
画
期
間
と
す
る
第
７
期
富
良
野
市
高
齢
者
保
健
福

３０

３２

祉
計
画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。
こ
の
計
画
で
は
、 団
  塊
 の

だ
ん
 
か
い

世
代
が
　
歳
以
上
と
な
る
平
成
　
年
（
２
０
２
５
年
）
を
目
途
に
、
「
住
ま
い
・
医
療
・
介

７５

３７

護
・
予
防
・
生
活
支
援
」
が
、
一
体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
た
め
今
月
号
か
ら
介
護
保
険
制
度
の
し
く
み
や
高
齢
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
、
地
域
で
の

取
り
組
み
や
課
題
な
ど
を
４
回
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。
第
１
回
目
は
、
介
護
保
険
制
度

の
基
本
と
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
す
。

鰹問 
高
齢
者
福
祉
課
　
拶
３
９
‐
２
２
５
５

　
　
   ～
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域

～
高
齢
に
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
でで

健
康
で
生
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に

　
　
　
   　
健
康
で
生
き
い
き
と
暮
ら
し
続
け
る
た
め
に
～～

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
め
ざ

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
づ
く
り
を
め
ざ
しし
てて

虚介護保険で対象と
　なる特定疾病（１６
　種類）が原因で
　「要介護認定」を
　受けた人

許加入している医療
　保険で徴収

距介護認定を受けた
　人に交付

虚介護や支援が必要
　と認定された人

許市（保険者）が算
　定して徴収

距６５歳になる月に
　１人１枚交付

加入加入者者（被保険者（被保険者））

《数字の説明》
虚 ～ 制度を利用できる人
許 ～ 保険料の徴収方法
距 ～ 介護保険被保険者証

シリーズ

Part１

6655歳歳以以上上
（第１号（第１号被被保険者）保険者）

40～640～644歳歳
（第２号（第２号被被保険者）保険者）

65歳以上
（第１号被保険者）

40～64歳
（第２号被保険者）
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防
サ
ー
ビ
ス
及
び
市
が
実
施
す
る
介
護

予
防
・
生
活
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き

ま
す
。
ま
た
、要
介
護
１
か
ら
５
の
人
は
、

介
護
保
険
に
よ
る
各
種
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
が
利
用
で
き
ま
す
。利
用
す
る
場
合
は
、

ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
（
介
護
支
援
専
門

員
）
が
、
利
用
者
の
状
況
に
応
じ
た
サ
ー

ビ
ス
利
用
計
画
（
ケ
ア
プ
ラ
ン
）
を
作
成

し
、
そ
の
計
画
に
応
じ
て
、
サ
ー
ビ
ス
提

供
事
業
者
か
ら
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。
（
図
３
参
照
）

　
居
宅
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
場
合
は
、
要

支
援
・
要
介
護
状
態
区
分
に
応
じ
て
利
用

で
き
る
上
限
額
が
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め
の
　
　

　
要
介
護
認
定
手
続
き

　
実
際
に
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
た
め

に
は
、
市
か
ら
「
介
護
が
必
要
」
で
あ
る

と
い
う
「
要
介
護
認
定
」
を
受
け
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
市
で
要
介
護
認
定
を
行
う

際
は
、
訪
問
調
査
を
し
た
上
で
、
ど
れ
く

ら
い
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
が
必
要
な
の
か
、

医
師
な
ど
で
組
織
す
る
富
良
野
地
区
介
護

認
定
審
査
会
で
審
査
し
ま
す
。（
図
２
参
照
）

　
介
護
・
介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用

　
要
介
護
認
定
を
受
け
る
と
要
支
援
１

と
２
の
人
は
、
介
護
保
険
に
よ
る
介
護
予

　
要
支
援
１
と
２
の
人
は
、
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
で
介
護
予
防
プ
ラ
ン
（
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
）
を
作
成
し
、

介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
な
ど
を
利
用
し
ま
す
。

　
要
介
護
１
か
ら
５
の
人
は
、
そ
の
人
の

希
望
に
も
と
づ
い
て
ケ
ア
プ
ラ
ン
（
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
計
画
）
を
作
成
し
、
介

護
、
ま
た
は
施
設
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
ま
す
。

　
介
護
サ
ー
ビ
ス
を
　
　
　
　
　
　
　

　
利
用
し
た
と
き
の
費
用
負
担

　
利
用
者
負
担
は
、
原
則
と
し
て
サ
ー
ビ

ス
に
か
か
っ
た
費
用
の
１
割
（
一
定
の
所

得
以
上
の
人
は
２
割
）
を
負
担
し
、
残
り

９
割
（
ま
た
は
８
割
）
は
介
護
保
険
、
ま

た
は
市
の
介
護
予
防
生
活
支
援
事
業
か

ら
給
付
さ
れ
ま
す
。
な
お
、
施
設
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
す
る
際
な
ど
の
食
事
・
居
住
費

（
滞
在
費
）・
日
常
生
活
費
な
ど
は
、
全
額

利
用
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

　
利
用
者
負
担
の
軽
減
　
       　
　
　
　

　
（
高
額
介
護
サ
ー
ビ
ス
費
）　

　
同
じ
月
に
利
用
し
た
保
険
対
象
の
介

護
サ
ー
ビ
ス
費
の
利
用
者
負
担
の
合
計

が
、
一
定
額
（
所
得
な
ど
に
応
じ
て
定
め

ら
れ
最
高
額
で
世
帯
月
額
４
４
４
０
０

円
）
を
超
え
る
場
合
は
、
申
請
に
よ
り
差

額
が
利
用
者
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
居
住
費
・
食
費
の
負
担
軽
減

　
施
設
入
所
や
短
期
入
所
利
用
時
の
居

住
費
（
滞
在
費
）・
食
費
に
つ
い
て
は
、

通
常
、利
用
者
が
全
額
を
負
担
し
ま
す
が
、

所
得
の
低
い
方
な
ど
は
、
申
請
に
よ
り
負

担
軽
減
措
置
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

※
掲
載
し
た
内
容
は
概
略
と
な
り
ま
す

の
で
、
く
わ
し
く
は
高
齢
者
福
祉
課
に
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　　
次
回
は
、
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
紹
介

し
ま
す
。

図２

図
３

要介護認定手続き

サ
ー
ビ
ス
利
用
の
流
れ

自
宅
で
暮
ら
し
な

が
ら
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
し
た
い
人

居
宅
介
護
支
援
事

業
者
を
選
び
、
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

を
決
め
る

利
用
す
る
サ
ー
ビ

ス
の
ケ
ア
プ
ラ
ン

を
作
成
す
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
と
契
約
し
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る

介
護
保
険
施
設
に

入
所
し
た
い
人

入
所
施
設
を
選
ぶ

施
設
の
ケ
ア
マ
ネ
ー

ジ
ャ
ー
と
ケ
ア
プ

ラ
ン
を
作
成
す
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
事

業
者
と
契
約
し
、

施
設
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る

▲▲▲

▲▲▲

要
介
護
１
～
５
の
方

要
支
援
１
・
２
の
方

　介
護
予
防
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
・
生
活

支
援
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
連
絡
し
、
介

護
予
防
ケ
ア
プ
ラ
ン
を
作
成
す
る

サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
者
と
契
約
し
、
介
護

予
防
サ
ー
ビ
ス
、
介
護
予
防
・
生
活
支
援

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る

▲▲

申
請
手
続
き

　

虚
申
請
場
所
　

　
高
齢
者
福
祉
課
（
保
健
セ
ン
タ
ー
２
階
）
、

　
ま
た
は
山
部
・
東
山
支
所

許
申
請
方
法

　
本
人
や
家
族
、
指
定
居
宅
介
護
支
援
事

　
業
所
な
ど
が
、
本
人
に
代
わ
っ
て
申
請

　
で
き
ま
す
。

距
必
要
な
書
類

　
介
護
保
険
要
介
護
認
定
・
要
支
援
認
定

　
申
請
書
・
介
護
保
険
被
保
険
者
証
な
ど

訪
問
調
査
の
実
施

　　
調
査
員
が
自
宅
な
ど
を
訪
問
し
、
本
人

　
や
家
族
か
ら
聞
き
取
り
調
査
を
行
い

　
ま
す
。
心
身
の
状
態
や
日
常
生
活
、
日

　
常
動
作
な
ど
、全
国
共
通
の
調
査
で
す
。

要
介
護
認
定
の
審
査

　

虚
主
治
医
意
見
書

　
市
の
依
頼
に
よ
り
申
請
時
に
指
定
し

　
た
主
治
医
が
心
身
の
状
態
に
つ
い
て

　
意
見
書
を
作
成
し
ま
す
。

許
認
定
審
査
会

　
訪
問
調
査
票
と
主
治
医
意
見
書
に
よ

　
り
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
判
定
（
一
次
判

　
定
）
し
、
主
治
医
意
見
書
な
ど
を
も

　
と
に
富
良
野
地
区
介
護
認
定
審
査
会

　
で
審
査
・
判
定
し
ま
す
（
二
次
判
定
）。

認
定
結
果
の
通
知

　　
審
査
結
果
に
も
と
づ
き
、
市
が
介
護
の

　
認
定
を
行
い
ま
す
。

　
◆
要
支
援
１
・
２
　
◆
要
介
護
１
～
５

　
◆
非
該
当

１２

３ ４

手 順手 順

手 順 手 順
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
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果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
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市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
中
間
報
告

【
意
見
】

　
久
し
ぶ
り
に
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
が
、
乗

り
心
地
が
悪
い
。
Ｊ
Ｒ
の
廃
線
問
題
は
Ｊ

Ｒ
北
海
道
の
努
力
不
足
も
原
因
の
一
つ
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
Ｊ
Ｒ
北
海
道
は
、
赤

字
ば
か
り
を
訴
え
る
の
で
は
な
く
フ
ラ
ノ

エ
ク
ス
プ
レ
ス
以
外
に
、
イ
ベ
ン
ト
参
加

の
ツ
ア
ー
な
ど
、
も
っ
と
利
用
を
促
す
ア

イ
デ
ア
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
回
答
】

　
イ
ベ
ン
ト
に
参
加
す
る
ツ
ア
ー
な
ど
は

利
用
者
増
の
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
Ｊ
Ｒ

北
海
道
に
意
見
と
し
て
話
し
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
Ｊ
Ｒ
の
廃
止
は
北
海
道
全
体
の
問
題
で

あ
る
。
Ｊ
Ｒ
を
利
用
し
た
大
量
輸
送
を
考

え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
高
速
道
路
や

高
規
格
道
路
が
鉄
道
と
並
行
し
て
い
る
こ

と
に
よ
り
、
利
用
の
減
少
を
招
い
て
い
る

の
で
は
な
い
か
。
ま
ず
は
北
海
道
全
体
の

交
通
体
系
を
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

【
回
答
】

　
北
海
道
と
し
て
道
内
全
体
の
交
通
体
系

の
あ
り
方
に
つ
い
て
示
す
必
要
が
あ
る
た

め
、
鉄
路
の
存
続
に
つ
い
て
北
海
道
に
対

し
て
も
意
見
と
し
て
述
べ
て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
富
良
野
線
は
旭
川
空
港
経
由
の
路
線
を

作
る
こ
と
を
提
案
し
た
い
。
お
金
が
か
か

る
こ
と
で
は
あ
る
が
、
観
光
客
の
利
用
も

増
え
、
空
港
か
ら
旭
川
市
街
地
や
富
良
野

方
面
の
両
方
向
に
鉄
路
で
移
動
で
き
る
の

で
あ
れ
ば
、
存
続
の
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。

【
回
答
】

　
過
去
に
新
富
良
野
プ
リ
ン
ス
ホ
テ
ル
が

で
き
た
こ
ろ
に
、
国
土
計
画
が
旭
川
空
港

か
ら
富
良
野
ま
で
西
武
鉄
道
を
走
ら
せ
る

と
い
う
構
想
が
あ
っ
た
。
富
良
野
線
の
空

港
経
由
も
考
え
ら
れ
る
た
め
、
発
想
の
転

換
と
し
て
富
良
野
線
連
絡
会
議
で
提
案
し

て
い
き
た
い
。

【
意
見
】

　
南
富
良
野
高
校
に
通
学
し
て
い
る
子
ど

も
に
と
っ
て
、
鉄
道
は
走
る
本
数
が
少
な

く
、
１
つ
乗
り
遅
れ
た
場
合
は
か
な
り
の

時
間
待
た
さ
れ
て
し
ま
い
、
夕
方
の
便
に

乗
り
遅
れ
た
場
合
は
帰
り
が
遅
く
な
っ
て

し
ま
う
。
１
時
間
に
１
本
走
っ
て
も
ら
え

る
の
で
あ
れ
ば
、
バ
ス
の
方
が
便
利
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

【
回
答
】

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
回
答
に
も
あ
っ

た
が
、
バ
ス
で
あ
れ
ば
南
富
良
野
高
校
の

近
く
ま
で
行
く
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
こ
れ
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な

地
域
の
意
見
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
方
向
性

を
ま
と
め
て
い
き
た
い
。

※
地
域
懇
談
会
の
記
録
は
、
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
　
日
か
ら
「
市
長
と
語
ろ
う
地
域
懇
談
会
」
が
市
内
　
カ
所
で
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。　

月
末
ま
で
に
９
カ
所
で

２１

１５

１０

開
催
さ
れ
、「
鉄
路
の
あ
り
方
」
を
は
じ
め
、
平
成
　
年
度
の
主
な
取
り
組
み
や
地
域
の
課
題
な
ど
に
対
し
て
、
多
く
の

２９

市
民
の
み
な
さ
ん
か
ら
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
・
提
言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
す
で
に
終
了
し
て
い
る
地
域
で
出
さ
れ
た
「
鉄

路
の
あ
り
方
」
に
対
す
る
意
見
を
抜
粋
し
て
報
告
し
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
鰹問 
企
画
振
興
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

※対象地区は目安です。どの会場でも参加いただけますので、都合のつく日程で参加ください。

今後の開催日程　※いずれも午後６時３０分開会

◆１１月１３日鰹月 　山部福祉センター（山部全域）

◆１１月１７日鰹金 　東山支所（東山全域）

◆１１月２０日鰹月 　布部会館（布部・扇山・五区）

◆１１月２２日鰹水 　鳥沼会館（鳥沼・大沼）

◆１１月２７日鰹月 　布礼別集落センター（布礼別・富丘・八幡丘）

◆１１月３０日鰹木 　麓郷集落センター（麓郷全域）

みなさんの意見をお聞かせください

市市長長とと語語ろろうう地地域域懇懇談談会会
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　学校や地域の情報通信環境を充実し、災害時における避難所の運営体制

の強化などを図るため、「情報ネットワーク環境整備事業」を実施しており、

現在、東日本電信電話株式会社（ＮＴＴ東日本）が光回線を整備していま

す。光回線に関するサービスの提供は平成３０年４月以降の予定であり、新

設光ケーブル付近の住宅で、光回線に加入できる範囲は調査中です。

ワイン工ワイン工場場

鳥沼小学鳥沼小学校校

布部小中学布部小中学校校

環境衛生センタ環境衛生センターー

生涯学習センタ生涯学習センターー
農業担い手育成センタ農業担い手育成センターー

樹海小学樹海小学校校

東山支東山支所所 樹海中学樹海中学校校

東山保育東山保育所所

富富良良野野

山山部部

東東山山

麓麓郷郷

布礼別小学布礼別小学校校

あおぞら保育あおぞら保育所所

麓
郷
小
中
学

麓
郷
小
中
学
校校

：新設光ケーブル

：新設光ケーブル（地下埋設区間）

現在の光回線サービスエ
リアは、ＮＴＴ東日本の
ホームページ（右記ＱＲ
コード）で検索できます。

《凡例》

出典：国土地理院ウェブサイト（http://maps.gsi.go.jp/）「地理院地図（電子国土Web）」（国土地理院）をもとに作成

富富丘丘

富丘更富丘更生生

西鳥西鳥沼沼北大北大沼沼

南大南大沼沼

北扇北扇山山

富良野富良野駅駅

中五中五区区

中御中御料料

布部布部駅駅

布
部
市
街

布
部
市
街
地地

山部山部駅駅

南南陽陽

老節老節布布

西達西達布布

麓郷市街麓郷市街地地

布礼別市街布礼別市街地地

八幡八幡丘丘東９線零東９線零号号

布礼布礼別別

十五十五線線

布布礼礼別別

光回光回線線をを整備整備していましていますす

インターネット

平成３０年４月以降にサービス提供予定

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４
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14　１５　１６　１７　１８　１９　２０　２１　２２　２３　２４　２５　２６　２７　２８

（年度）

６,３５０

１３２,１６５

訪日外国人の市内宿泊延数の推移

１２０,０００

１００,０００

８０,０００

６０,０００

４０,０００

２０,０００

０

（泊）

か
ら
の
リ
ピ
ー
タ
ー
も
一
定
程
度
見
込

む
こ
と
が
で
き
る
た
め
、
外
国
人
観
光
客

の
入
り
込
み
や
宿
泊
延
数
は
維
持
で
き

る
も
の
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　
富
良
野
・
美
瑛
広
域
観
光
推
進
協
議
会

で
は
、
定
期
的
に
訪
日
が
期
待
で
き
る
国

へ
市
町
村
長
が
自
ら
訪
れ
、
誘
致
活
動
を

行
う
ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
事
業
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
前
回
訪
れ
た
マ
レ
ー
シ
ア
の

観
光
客
は
前
年
比
２
・
４
倍
と
効
果
が
表

れ
て
お
り
、
今
年
度
は
経
済
が
発
展
し
つ

つ
あ
る
ベ
ト
ナ
ム
を
訪
問
す
る
予
定
で

す
。
　
一
方
、
ア
ジ
ア
以
外
で
は
、
冬
の
オ
ー

ス
ト
ラ
リ
ア
か
ら
の
ス
キ
ー
客
の
来
富

が
堅
調
で
、
前
年
か
ら
２
割
増
加
し
て
い

ま
す
。
イ
ギ
リ
ス
、
フ
ラ
ン
ス
、
ド
イ
ツ

な
ど
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
圏
の
ス
キ
ー
客
も
前

年
比
で
２
倍
増

と
な
っ
て
お
り
、

ス
キ
ー
場
の
ブ

ラ
ン
ド
力
向
上

に
つ
な
が
る
効

果
も
期
待
で
き

ま
す
。

※
観
光
デ
ー
タ

な
ど
、
く
わ
し

く
は
市
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

　
　
保
健
医
療
功
労

石
澤
 秀
明
さ
ん
（
　
歳
）

６４

　
平
成
９
年
か
ら
平
成
　
年
ま
で
、

２９

　
年
の
永
き
に
わ
た
り
一
般
社
団

２０法
人
富
良
野
医
師
会
理
事
、
副
会

長
、
会
長
を
歴
任
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
初
期
救
急
医
療
体
制
の

一
元
化
、
地
域
セ
ン
タ
ー
病
院
の

医
師
確
保
及
び
山
部
地
区
の
医
療

確
保
に
尽
力
す
る
な
ど
、
本
市
の

保
健
医
療
の
向
上
及
び
市
民
の
健

康
増
進
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
月
３
日
に
富
良
野
市
表
彰
条
例
に
も
と
づ
く
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
次
の

１１
方
が
表
彰
さ
れ
ま
す
。（
年
齢
は
８
月
１
日
現
在
）

鰹問 
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

富
良
野
市
功
労
表
彰

功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功功
績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績績
をををををををををををををををををををををを

たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
たたたたたたたたたたたたたたたたたたたたた
えええええええええええええええええええええ

た
た
え
てててててててててててててててててててててて

シ
リ
ー
ズ

増
え
る
外
国
人
観
光
客

　
富
良
野
市
を
訪
れ
る
外
国
人
観
光
客

は
、
こ
こ
数
年
で
急
増
し
、
平
成
　
年
２８

度
の
宿
泊
延
数
は
過
去
最
高
の
　
万
２

１３

千
泊
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
内
観
光
客

（
道
外
）
が
減
少
す
る
一
方
、
外
国
人
観

光
客
は
増
加
し
、
本
市
の
観
光
入
込
や

宿
泊
延
数
を
支
え
て
い
ま
す
。

　
外
国
人
観
光
客
を
国
別
で
見
る
と
、

上
位
は
、
中
国
、
香
港
、
台
湾
と
ア
ジ

ア
か
ら
の
旅
行
客
が
中
心
と
な
っ
て
い

ま
す
。
今
後
の
傾
向
と
し
て
は
、
中
国

本
土
か
ら
の
訪
日
客
や
、
香
港
、
台
湾

鰹鰹問問 
商
工
観
光
課

商
工
観
光
課
　
拶拶
３
９
３
９
 

--

 
２
３
１
２

２
３
１
２

鰹問 
商
工
観
光
課
　
拶
３
９
 

-

 
２
３
１
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
■■

基
幹
産
業
・
観
光
を
考
え

基
幹
産
業
・
観
光
を
考
え
るる
罫罫

   

訪日外国人の市内宿泊延数（主要国別）

　
　
社
会
福
祉
功
労

柿
原
 き
み
ゑ
さ
ん
（
　
歳
）

７５

　
昭
和
　
年
か
ら
現
在
に
至
る
ま

５６

で
、　

年
の
永
き
に
わ
た
り
、
母

３６

子
福
祉
団
体
・
富
良
野
市
白
菊
会

理
事
や
副
会
長
な
ど
を
歴
任
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
間
、
母
子
家
庭
な

ど
で
親
の
体
調
不
良
や
不
在
時
に
、

子
ど
も
の
世
話
・
生
活
一
般
の
補

助
・
相
談
を
受
け
る
ヘ
ル
パ
ー
派

遣
事
業
に
尽
力
さ
れ
、
母
子
・
 寡
 
か

 婦
 の
福
祉
向
上
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。

ふ

アジア以外アジア

１７,６２４ 泊オーストラリア３０,５６８ 泊中　国

２,９３１ 泊アメリカ２５,５９６ 泊香　港

１,３３８ 泊イギリス１５,５６０ 泊台　湾

１,１７１ 泊フランス１４,１２３ 泊シンガポール

６８４ 泊カナダ９,４２１ 泊韓　国

市ホームページ
（観光データなど）

果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果果
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▼
業
務
に
お
け
る
民
間
委
託

の
検
討
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
（
8
月
　
日
受
付
）

２９

《
意
見
》

　
図
書
館
や
文
化
会
館
な
ど
、
個

人
情
報
の
保
護
な
ど
の
関
係
も

あ
る
と
思
う
が
、
窓
口
業
務
に
つ

い
て
は
、
あ
る
程
度
は
民
間
業
者

に
業
務
を
委
託
す
る
こ
と
を
検

討
す
べ
き
と
考
え
る
。
ワ
イ
ン
工

場
の
運
営
に
お
い
て
も
民
間
委

託
す
る
こ
と
で
、
雇
用
の
促
進
や

販
売
の
競
争
力
が
生
ま
れ
て
く

る
と
考
え
る
。

　
各
施
設
に
お
い
て
、
ど
う
し
て

も
市
職
員
が
業
務
を
遂
行
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
理
由
が
あ
る

の
か
説
明
願
い
た
い
。

《
回
答
》

　
民
間
活
力
の
導
入
に
つ
き
ま

し
て
は
、
平
成
　
年
度
よ
り
指
定

１８

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
現
在
　２３

カ
所
の
施
設
で
実
施
し
て
お
り
、

民
間
の
持
つ
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
な
が
ら
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
に
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ご
指
摘
の
図
書
館
や
文
化
会
館

の
窓
口
業
務
の
民
間
委
託
に
つ

き
ま
し
て
は
、
業
務
の
効
率
性
・

利
便
性
の
観
点
か
ら
現
在
の
運

営
方
法
で
進
め
て
い
き
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
「
へ
そ
と
ス

キ
ー
と
ワ
イ
ン
の
ま
ち
」
を
 標
  榜
 

ひ
ょ
う
 ぼ
う

し
、
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
お
り
、

ワ
イ
ン
事
業
は
そ
の
中
核
を
な

す
も
の
で
あ
り
ま
す
。今
後
と
も
、

自
治
体
直
営
の
ワ
イ
ン
と
し
て

の
「
安
心
・
安
全
」
な
ブ
ラ
ン
ド

を
堅
持
し
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

鰹問 
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

▼
市
職
員
の
採
用
及
び
適
材

適
所
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
８
月
　
日
受
付
）

２９

《
意
見
》

　
今
後
の
富
良
野
市
の
　
年
、　

１０

２０

年
後
の
こ
と
を
考
え
、
次
世
代
の

人
た
ち
に
負
担
を
か
け
な
い
よ

う
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
考
え
る
。
平
成
　
年
の
市

３０

職
員
の
採
用
人
数
を
見
る
と
、
将

来
の
こ
と
を
考
え
ず
に
、
た
だ
退

職
者
の
補
充
を
し
て
い
る
よ
う

に
思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
過
去
に
技
術
職
で
採
用

さ
れ
た
職
員
が
技
術
や
資
格
を

要
し
な
い
部
署
に
配
属
さ
れ
て

い
る
の
は
疑
問
で
あ
る
。
技
術
職

市
民

声声
の

が
必
要
で
あ
れ
ば
、
過
去
に
技
術

職
で
採
用
し
た
職
員
が
技
術
や

資
格
を
活
か
せ
る
よ
う
、
元
の
部

署
に
戻
す
べ
き
と
考
え
る
。

　
ま
た
、
現
在
の
職
員
の
配
置
で

技
術
を
要
す
る
部
署
の
業
務
が

多
忙
な
場
合
は
、
他
の
部
署
に
配

置
さ
れ
て
い
る
技
術
職
の
職
員

を
臨
時
的
に
助
っ
人
と
し
て
配

置
す
る
よ
う
な
仕
組
み
を
検
討

し
て
み
て
は
ど
う
か
。

《
回
答
》

　
職
員
定
数
に
つ
き
ま
し
て
は
、

第
４
次
定
員
適
正
化
計
画
に
も

と
づ
き
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の

効
果
を
上
げ
る
事
務
執
行
体
制

の
構
築
を
図
り
、
複
雑
・
多
様
化

す
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に

対
応
す
る
こ
と
を
目
的
に
進
め

て
お
り
、
今
後
の
人
口
減
少
を
予

想
し
た
中
で
、
現
在
の
行
政
サ
ー

ビ
ス
の
質
の
低
下
を
招
か
な
い

よ
う
人
口
規
模
に
合
わ
せ
た
適

正
な
定
員
管
理
に
努
め
て
お
り
、

職
員
採
用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
単

純
に
退
職
者
の
補
充
を
し
て
い

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
ま
た
、
人
員
配
置
に
つ
き
ま
し

て
も
、
適
材
適
所
、
人
材
育
成
を

 旨
 と
し
て
お
り
ま
す
。
こ
う
し
た

む
ね観

点
か
ら
、技
術
職
で
あ
っ
て
も
、

異
な
る
分
野
に
配
置
す
る
こ
と

に
よ
り
公
務
員
と
し
て
幅
広
い

知
識
を
習
得
す
る
こ
と
で
、
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
め
ざ
し
て

お
り
ま
す
。

鰹問 
総
務
課
　
拶
３
９
‐
２
３
０
０

▼
公
営
住
宅
の
入
居
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
（
９
月
６
日
受
付
）

《
意
見
》

　
公
営
住
宅
に
つ
い
て
、
特
に
空

き
家
の
多
い
公
営
住
宅
が
目
立

ち
ま
す
。
入
居
の
抽
選
日
に
は
多

く
の
人
が
困
っ
て
い
て
会
場
に

来
て
い
ま
す
が
、
市
は
集
ま
っ
て

い
る
人
た
ち
を
見
て
ど
う
思
い

ま
す
か
。
新
し
い
公
営
住
宅
の
建

設
も
結
構
で
す
が
、
家
賃
が
高
く

て
入
居
で
き
ま
せ
ん
。
そ
う
で
あ

れ
ば
市
民
に
対
し
て
行
政
も
今

後
の
課
題
で
は
な
く
、
即
実
行
し

て
く
だ
さ
る
こ
と
を
待
っ
て
い

ま
す
。
私
だ
け
の
意
見
・
要
望
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
知
人
、
友
人
、

隣
近
所
か
ら
の
声
で
す
。

《
回
答
》

　
空
き
家
の
多
い
公
営
住
宅
は
、

耐
用
年
数
を
経
過
し
て
お
り
、
損

傷
が
著
し
く
、
修
繕
に
多
額
な
費

用
が
か
か
る
こ
と
や
、
今
後
に
お

い
て
建
て
替
え
、
ま
た
は
解
体
を

予
定
し
て
い
る
こ
と
か
ら
「
政
策

空
家
」
と
し
て
入
居
者
の
募
集
を

停
止
し
て
い
る
た
め
、
空
き
家
が

多
く
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、
入
居
者
の
募
集
に
際
し

て
は
、
多
く
の
申
し
込
み
を
い
た

だ
い
て
い
る
こ
と
は
承
知
し
て

お
り
ま
す
。
し
か
し
、
提
供
で
き

る
戸
数
に
限
り
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
抽
選
と
し
て
い
る
た
め
、
や

む
を
得
な
い
と
感
じ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

　
公
営
住
宅
の
家
賃
に
つ
い
て

は
、
法
令
に
も
と
づ
き
住
宅
ご
と

に
入
居
者
の
収
入
に
応
じ
て
定

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
た

め
、
新
築
さ
れ
た
公
営
住
宅
は
こ

れ
ま
で
の
住
宅
と
比
べ
、
家
賃
が

高
く
な
り
ま
す
が
、
住
宅
に
困
窮

し
て
い
る
方
の
入
居
を
妨
げ
る

ほ
ど
の
家
賃
で
は
な
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
駅
東
側
の
民
間
賃
貸
住

宅
の
家
賃
平
均
は
５
７
０
０
０

円
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
と
比

較
し
て
も
新
築
の
公
営
住
宅
の

家
賃
が
著
し
く
高
い
も
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

鰹問 
都
市
建
築
課拶

３
９
‐
２
３
１
６

市民の声の提出方法

　市に対する意見や提言を、郵送、ＦＡＸ、
Ｅメール、意見箱（市役所ロビー、文化会館
ロビー、保健センター１階ロビー、図書館、
山部・東山支所設置）で受け付けています。

提出先　

企画振興課広聴広報係
拶３９‐２３０４　思２３‐２１２１　
死kikaku‐ka@city.furano.hokkaido.jp
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栄町
連合町内会

▲敬老祝賀会を仮装姿で盛り上げた栄町カラオケクラブのみなさん

地
域
の
連
合
会
や
町
内
会
な

ど
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
が
展
開
さ
れ
る
中
、
栄

町
連
合
町
内
会
（
高
﨑
  惠
 
え

 三
 
み

 夫
 会

お

長
）
で
は
、
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
を
中

心
に
、
住
民
同
士
で
楽
し
む
こ
と
が

で
き
る
場
づ
く
り
の
企
画
・
運
営
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
９
月
　
日
に
は
、
地
域
に
居
住
す

１０

る
　
歳
以
上
の
高
齢
者
を
招
い
て

７５
ご
長
寿
を
祝
う
栄
町
敬
老
祝
賀
会

が
行
わ
れ
、　

人
の
対
象
者
の
内
、

９０

　
人
が
参
加
。
今
年
で
６
回
目
と
な

４３

る
祝
賀
会
で
は
、
少
し
で
も
参
加
者

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
地
域
住

民
に
よ
る
手
づ
く
り
の
料
理
や
栄

町
カ
ラ
オ
ケ
ク
ラ
ブ
に
よ
る
余
興

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　
連
合
会
で
は
、
こ
の
他
に
夏
祭
り

を
は
じ
め
、
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
大
会
や

一
斉
清
掃
な
ど
、
こ
れ
ま
で
地
域
の

人
た
ち
が
築
き
上
げ
て
き
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
を
継
承
し
、
住
民

同
士
が
顔
の
見
え
る
地
域
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
よ
り

始
め
た
「
流
し
ソ
ー
メ
ン
を
楽
し
む

集
い
」
で
は
、
栄
町
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
屋
外
に
 雨
樋
 を
　

あ
ま
ど
い

２０

メ
ー
ト
ル
つ
な
い
だ
手
作
り
の
装

置
を
製
作
。
子
ど
も
や
お
年
寄
り
が

交
流
し
な
が
ら
、
流
れ
て
く
る
ソ
ー

メ
ン
に
舌
鼓
を
打
つ
な
ど
、
地
域
を

盛
り
上
げ
る
新
た
な
仕
掛
け
づ
く

り
に
も
挑
戦
し
て
い
ま
す
。

　
連
合
会
の
庶
務
担
当
と
し
て
各

種
事
業
の
中
心
と
な
っ
て
活
躍
し

て
い
る
高
野
 知
 

と
も

 一
 さ
ん
は
、「
い
ろ

い
ち

い
ろ
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
域

の
高
齢
者
と
子
ど
も
た
ち
、
さ
ら
に

高
齢
者
同
士
が
ふ
れ
あ
う
場
を
企

画
し
な
が
ら
、
楽
し
く
参
加
で
き
る

環
境
を
作
っ
て
い
き
た
い
」
と
話
し
、

特
に
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
で
は
、
必
ず

み
ん
な
で
昼
食
を
食
べ
る
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
を
組
み
、
参
加
を
促
す
工

夫
を
し
て
い
ま
す
。

　
高
﨑
連
合
会
長
は
、「
連
合
会
で

で
き
る
こ
と
は
限
ら
れ
ま
す
が
、
何

事
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
が
大
切

だ
と
思
い
ま
す
。
特
に
独
居
老
人
に

と
っ
て
は
、
集
ま
っ
て
み
ん
な
と
顔

を
合
わ
せ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し

て
い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
」
と
、

ま
ず
は
外
に
出
て
い
ろ
い
ろ
な
人

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る

こ
と
が
地
域
に
と
っ
て
大
切
な
こ

と
と
話
し
ま
す
。

　
地
域
内
に
お
け
る
人
口
減
少
や

高
齢
化
が
進
む
中
、
栄
町
連
合
町
内

会
で
は
、
こ
れ
か
ら
も
地
域
ぐ
る
み

で
み
ん
な
が
参
加
で
き
る
活
動
を

企
画
し
て
い
き
ま
す
。

各

住民同士のふれあいの場に

▲流しソーメンを楽しむ地域住民

▲栄町コミセンをサンタランドに
衣替えし、地域の幼児や児童と高齢
者が集まる中、栄町ふれあいサロン
クリスマス会を開催
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覧
い
た
だ
け
る
よ
う
考

え
て
い
ま
す
。
中
で
も
　１１

月
　
日
鰹土 
の
午
前
　
時

１８

１１

か
ら
午
後
３
時
に
富
良

野
地
域
人
材
開
発
セ
ン

タ
ー
で
行
わ
れ
る
フ
ラ

ノ
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ギ
フ

ト
シ
ョ
ー
の
特
設
会
場
で
、

3
4
2
点
全
作
品
を
展
示

す
る
予
定
で
す
。
な
か
な

か
こ
の
点
数
の
一
括
展
示

は
な
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

東
山
エ
リ
ア
を
体
感
し
に
、

ぜ
ひ
、
会
場
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。
我
が
東
山
エ
リ

ア
は
写
真
と
と
も
に
「
棒

積
み
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

集
大
成
を
、
樹
海
中
学
校

と
共
同
で
お
披
露
目
さ
せ

て
い
た
だ
く
予
定
で
す
。

美
味
し
い
特
典
を
準
備
し

て
、
会
場
で
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。

 地
域
お
こ

地
域
お
こ
しし

協
力
隊
通

 　
協
力
隊
通
信信
嘘嘘

フェイスブックで情報
発信をしています

富良野市地域おこし協力隊

検  索 角フェイスブックを
　チェック！

地域おこし協力隊!地域おこし協力隊!!!

か
げ
さ
ま
で
第
2
回

ふ
ら
の
東
山
エ
リ
ア

フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
は
、

3
4
2
点
の
エ
ン
ト
リ
ー

を
い
た
だ
き
、
去
る
９
月

　
日
に
審
査
を
終
了
し
ま

２３し
た
。
結
果
は
　
月
２
日

１１

に
開
催
す
る
東
山
総
合
文

化
祭
で
発
表
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
こ
れ
を
皮
切

り
に
、
本
年
度
は
で
き
る

限
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
場
所

で
み
な
さ
ん
に
作
品
を
ご

作
し
、
と
て
も
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。
来
月
は
、

高
校
生
も
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
の
一
環
と
し
て
、

ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
を
訪
れ
る

予
定
で
す
。

　
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
媒
体

が
生
活
に
浸
透
し
、
ラ
ジ

オ
離
れ
が
進
ん
で
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
に
普
段
か

ら
ラ
ジ
オ
を
身
近
に
感
じ

て
、
災
害
時
に
も
活
用
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い

ま
す
。

月
中
旬
、
富
良
野
市

立
富
良
野
西
中
学
校

の
職
業
体
験
で
、
４
人
の

生
徒
が
ラ
ジ
オ
ふ
ら
の
を

訪
れ
ま
し
た
。
ラ
ジ
オ
の

仕
組
み
の
学
習
、
ア
ナ
ウ

ン
ス
の
練
習
、
ト
ー
ク
番

組
の
収
録
、
そ
し
て
編
集

作
業
な
ど
、
コ

ミ
ュ
ニ

テ
ィ
F
M
局
の
仕
事
を
積

極
的
に
体
験
し
、
約
５
時

間
滞
在
し
ま
し
た
。

　
は
じ
め
は
緊
張
の

面
持
ち
で
し
た
が
、

ス
タ
ジ
オ
の
マ
イ
ク

の
前
で
は
堂
々
と
会

話

し
、
収

録
は
ス

ム
ー
ズ
に
進
行
し
ま

し
た
。
ま
た
、
収
録

し
た
音
を
編
集
す
る

作
業
で
は
、
少
し
ポ

イ
ン
ト
を
伝
え
た
だ

け
で
、
臆
す
る
こ
と

な
く
パ
ソ
コ
ン
を
操

お

　１０

「
お
待
ち
し
て
い
ま
す
」

東東 山山

笠原伸笠原 伸介介さんさん

富良富良野野

浦田芳浦田 芳穂穂さんさん

▲応募作品の中から入賞作品を選出する審査員たち
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ふらのワインの

  ひみつ
このコーナーでは、ふらのワインに関するさまざまな情報を提供していきます

　　今月のテーマは…

　  ワインの原料「ぶどう」について鋸

９月から１１月の畑作業
　９月中旬から10月末にかけて、ぶどうの収穫が始ま

ります。収穫のタイミングは、糖度やpH、酸度などの

化学分析の結果と食味やぶどうの健全度合、鳥獣被害

などを総合的に判断して決定します。今年のように雨

の日が多いと、ぶどうが

水分を吸い過ぎて玉割

れを起こし、そこから灰

色かび病などによる傷

みが広がります。また、

タヌキやアライグマ、鹿

や 羆 などの食害が出る
ひぐま

場合もあるため、その場

合は予定より早く収穫

を行います。収穫する際

は、病気が付いたぶどう

や未熟なぶどうが入ら

ないように注意しなが

ら作業します。収穫した

ぶどうは、工場で糖度検

査と重量の確認を行い、

検査に合格したぶどう

をワインや果汁の仕込

　中富良野　

酒かすスイーツ
　クリーン農業推進のまち中富良野町のク
リーン米「ゆきひかり」を原料にして作られ
た、純米酒「 法  螺  吹 」の酒かすを使用したス

ほ ら ふき

イーツです。焼き菓子なので、アルコールは
含んでおらず、子どもでも食べられます。ま
んじゅう、クッキー、ケーキ、バウムクーヘ
ン、そしてせんべいの５種類あり、希望に応
じて、詰め合わせもできます。

鰹問 前野商店　拶４４‐２５０４

　南富良野　

特産品「バタじゃが」
　南富良野町の特産品代表のバタじゃが。厳
選された男爵いもを皮付きのまま 茹 で上げ、

ゆ

良質な北海道バターで味付けし、まるごと
パックにしました。そのほか、カレー味や
しょうゆ味もあります。いつまでも変わらぬ
北海道の美味しさを、ぜひご賞味ください！

鰹問 (株)南富良野町振興公社　拶５２‐２１００

　占冠　

山菜加工品
　村の総面積の９４％が森林に囲まれ、ミネラ
ル豊富な土壌から美味しい山菜がたくさん
採れます。ふき、わらびなどの水煮や、みそ
漬けのほか、 行  者 ニンニク、らくよう、ぼり

ぎょう じゃ

ぼりなどの 三  升 
さん じょう

 漬 製品も、ご飯やおつまみに
づけ

合う逸品です。自然の恵み「山菜」を、ぜひ
ご賞味ください。

鰹問 (株)占冠山村産業振興公社　拶５６‐２８３２

　上富良野　

多田農園「多田シールド」
　昨年、原料の栽培からワインの醸造まで行
うワイナリーを開設しました。その第１弾商
品の北海道産リンゴを使ったリンゴ酒「多田
シードル」。アルコール度数７％、辛口でさ
わやかな風味が特徴の３６０ml（税込み７５６円）。
農園内のワインショップや、オンライン
ショップなどで販売しています。

鰹問 (有)多田農園（上富良野町東９線北１８号）
　拶４５‐５９３５

今月のテーマ

おススメの
おみやげ
特産品

ちょっくら

となりまち

▲ぶどう畑で捕獲。アライグ
マやタヌキがぶどうを食べに
来るため箱罠を設置

▲収穫作業。ひと房ずつ丁寧
に選別しながら収穫

▼

仕込み作業。最初にぶどう
の粒の間にある花のかすや虫
などを振動でふるい落とす。
その後、選果台で未熟なぶど
うや病気にかかった粒などを
６人体制で取り除く

みに使用します。

　１１月からは、１年の締めくくりの作業として、 剪  定 
せん てい

を行います。剪定は樹の勢いを調整し、翌年以降も安

定的に収穫できるようにするための大事な作業です。

収穫後すぐには行わず、落葉するまで光合成を行わせ、

越冬するために必要なでんぷんを蓄えさせることが

重要です。樹体内のでんぷんは低温が刺激となってぶ

どう糖に分解され、このぶ

どう糖が不凍液のような役

割を果たし、ぶどうの樹が

凍るのを防いでくれます。

▲剪定前のぶどうの樹。葉が
丸まったり、枝が茶色くなっ
たりしても剪定せずに、枝の
切り口の中心部が緑から薄茶
色に変わるころに剪定を始め
る



112222001177--1111 FFuurraannoo

注目の本！

　西南戦争で西郷隆盛の首
を発見した陸軍軍人・千田文
次郎と、大久保利通を暗殺し
た島田一郎。異なる道を歩ん
だ元加賀藩士２人の友情と
生き様から「維新」と「武士
の世の終わり」を描く。『小
説野生時代』掲載を書籍化。

西郷の首
伊東 潤

◆開館時間　

 《火・木曜日》　
　午前１０時～午後６時

 《水・金曜日》　
　午前１０時～午後７時

 《土・日曜日》　　
　午前９時～午後５時

◆１１月の休館日

　毎週月曜日
　３日鰹金 ・２３日鰹木 

鰹問 図書館　拶２２‐３００５

一般書 NEW

また身の下相談にお答えし
ます / 上野 千鶴子

かみやすい、飲み込みやすい
健康ごはん / 主婦の友社

元号 / 山本 博文

児童書 NEW

あいたくて あいたくて
/ みやにし たつや

ぼく、ママとけっこんする！ 
/ のぶみ

空飛ぶ おべんとうツアー 
/ 長崎 訓子

展示・イベント

【２階展示ホール】
　パッチワーク「古布遊会」作品展　１１月７日鰹火 ～１８日鰹土 

【２階多目的ホール】
　おはなし会　　　　　　　１１月１１日鰹土 　午前10時30分
　英語のおはなし会　　　　１１月１８日鰹土 　午前10時30分

【１階読み聞かせコーナー】
　どんぐりおはなし会　　　毎週水曜日　午後３時

【１階エントランス】
　ベースボールアカデミー写真展　１１月２１日鰹火 ～３０日鰹木 

ＢＯＯＫＳ

平
成
　
年
（
２
０
０
０
年
）

１２

駅
東
西
自
由
通
路
の
開
通

　
駅
の
東
側
は
宅
地
化
が
急
速
に
進
ん
だ
が
、
駅
前
を
結
ぶ
自
動
車
道

は
北
側
の
国
道
２
３
７
号
と
南
側
の
大
沼
通
り
立
体
交
差
の
わ
ず
か
２

本
だ
け
で
あ
っ
た
。
こ
の
間
は
１
・
３
㎞

と
離
れ
て
い
た
た
め
、
中
心

市
街
地
に
近
い
部
分
に
２
本
の
人
道
橋
を
設
置
し
て
住
民
の
不
便
を
解

消
し
て
き
た
。
し
か
し
、
構
造
が
露
天
の
た
め
冬
は
風
雪
な
ど
の
影
響

を
受
け
る
と
と
も
に
、
い
ず
れ
も
駅
前
地
区
が
外
れ
て
お
り
、
Ｊ
Ｒ
や

駅
前
周
辺
へ
の
利
用
者
に
と
っ
て
は
不
便
だ
っ
た
。

　
そ
の
た
め
駅
前
と
駅
東
側
を
結
ぶ
「
富
良
野
駅
東
西
自
由
通
路
（
愛

称
「
ポ
ッ
ポ
ブ
リ
ッ
ジ
」）」
の
建
設
に
着
工
し
、
平
成
　
年
１
月
　
日

１２

１２

に
開
通
。
Ｊ
Ｒ
を
利
用
す
る
住
民
は
、駅
が
近
く
な
っ
て
便
利
に
な
っ
た
。

恭

図書館のホームページもご覧ください

富良野図書館 検  索

較

こちらをチェック！

※インターネット予約も利用してください。　
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お子さんの写真を募集しています！

応募は、①住所②氏名③電話番号④お子さんの名前（ふりがな）と年齢⑤簡単なコメントを添えて、持参・郵送・

メールのいずれかの方法で「広報ふらの」までお寄せください。（メールアドレス　kikaku-ka@city.furano.hokkaido.jp） 

毎日、ヤンチャしてま～す毎日、ヤンチャしてま～す。。

三上圭人三上  圭  人 さんさん　((１歳１歳) 東麻町)　東麻町

けいけい とと

家族が増えました家族が増えました☆☆

左か左からら

 細細川川 大護 大  護 さんさん　(２歳)(２歳)　桂木町桂木町

だいだい ごご

 　　 愛莉 愛  莉 さんさん　((３カ月）３カ月）   

あいあい りり

　

開
催
し
ま
す
！

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
習
会
　

　
「
子
育
て
の
援
助
を
し
て
ほ
し
い

人
（
依
頼
）」
と
「
子
育
て
の
お
手
伝

い
を
し
て
く
れ
る
人
（
提
供
）」
が
会

員
に
な
っ
て
、
地
域
ぐ
る
み
で
子
育

て
を
し
て
い
る
「
富
良
野
市
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
（
愛

称
「
フ
ァ
ミ
サ
ポ
」）」
は
、
平
成
　２６

年
８
月
設
立
以
来
、
多
く
の
人
が
会

員
登
録
し
、
利
用
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
た
び
、
フ
ァ
ミ
サ
ポ
で
は
、

子
育
て
に
興
味
や
関
心
の
あ
る
人
に

提
供
会
員
（
サ
ポ
ー
タ
ー
）
に
な
っ

て
も
ら
え
る
よ
う
、
サ
ポ
ー
タ
ー
養

成
講
習
会
を
開
催
し
ま
す
。
子
育
て

が
一
段
落
し
た
人
を
は
じ
め
、
子
育

て
中
の
パ
パ
や
マ
マ
な
ど
、
市
内
在

住
、
ま
た
は
市
内
で
働
い
て
い
る
人

な
ら
、
誰
で
も
参
加
で
き
ま
す
の
で
、

気
軽
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※
関
心
の
あ
る
講
習
の
み
の
受
講

も
で
き
ま
す
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に

な
っ
て
い
た
だ
け
る
方
は
、
す
べ

て
の
講
習
の
受
講
が
必
要
で
す
。

講　師内　容時間帯開催日

行政担当者など事業を円滑にするためになど午前１０時～午前９時

１１月２１日鰹火 
保育士保育の心午前１１時～午前１０時

〃子どもの世話正　午～午前１１時

栄養士子どもの栄養と食生活午後３時～午後１時

保健師身体の発育と病気正　午～午前１０時
１１月２２日鰹水 

〃小児看護の基礎知識午後３時～午後１時

臨床発達心理士
心の発達とその問題正　午～午前１０時

１１月２７日鰹月 
障がいのある子の預かり午後３時～午後１時

保育士子どもの遊び（実習）正　午～午前１０時
１１月２９日鰹水 

消防暑安全・事故午後３時～午後１時

サポーター養成講習会　参加無料　　講習会場：保健センター

申込み／問合せ
　富良野市ファミリー
　・サポート・センター

（保健センター２階）

拶２２‐３１００

無料託児もあります
ので、申し込みの際に
お知らせください。

 《１０月６日現在》
　依頼会員　８５人
　提供会員　３４人
　両方会員　２３人

  　合   計　１４２人

富富良良野野市市フファァミミリリーー・・ササポポーートト・・セセンンタターー富良野市ファミリー・サポート・センタ富良野市ファミリー・サポート・センターー
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ズームアップ

まちのできごと

▼たすきつないで絆深める
第４３回樹海駅伝競技大会　１０月５日鰹木 

民の体力増進をめざして、毎年開催されてい

る樹海駅伝競技大会が、秋深まる樹海の森を

舞台に開催されました。大会には富良野市立樹海

小学校や樹海中学校、各校のＰＴＡやＪＡふらの

東山支所など総勢１１チームが参加し、平沢集落セ

ンターから樹海中学校までのコースを、小学生は

８.３kmを８人で、中学生・一般は9.5kmを１０人で、

たすきをつないでゴールをめざしました。

住

▼迫真の演技で観客魅了
第１５回ふらの演劇祭　１０月７日鰹土 ～９日鰹月 
第１７回富良野演劇工場まつり　１０月６日鰹金 ～９日鰹月 

今

▼ スイーツでまちを元気に
第５回高校生チャレンジグルメコンテスト　１０月８日鰹日 

内の高校生が、地域の人と連携して料理を開

発し、コンテストで競う高校生チャレンジグ

ルメコンテストが音更町で開催され、富良野緑峰

高等学校商業クラブの学生が「ふらの大地の恵み

ムースメロン」を出品し、大賞の北海道知事賞に

輝きました。学生たちは、山部産のメロンを使って、

富良野青年会議所のメンバーとレシピを考案。審

査員から「上品な甘さ」と絶賛されました。

道

年で１５回目を迎えたふらの演劇祭が、富良野演劇工場で開催

され、市内及び近郊の７つの小中学校の生徒児童が熱演。各

校では、この日のために富良野塾ＯＢの俳優たちから演劇指導を

受け、見ごたえたっぷりの舞台に仕上がりました。最終日には市

民２０人が創作劇を上演し、観客は釘付けとなりました。また、10

月６日からは富良野演劇工場まつりも開催され、ボランティアス

タッフ・サークルが活動の成果を発表。舞台では、富良野高等学

校２年生９人が身体表現ダンスを披露し、会場を沸かせました。
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ズームアップ

まちのできごと

▼移住・定住を呼びかける
北海道暮らしフェア２０１７　１０月１４日鰹土 ・１５日鰹日 

海道への移住・定住に関するさまざまな情報

を、道内の自治体や企業が一堂に会して発信

する北海道暮らしフェア２０１７が、名古屋市と大阪

市内で開催され、ふらの市移住促進協議会の担当

者が、富良野の魅力を発信してきました。協議会

では１２月にも東京都内で相談会を開催します。

◆富良野市IJU（移住）相談会　《入場無料・申込不要》
　と　き　１２月３日鰹日 　午前１１時～午後６時　
　ところ　移住・交流ガーデン１階オープンスペース
　　　　　（東京都中央区京橋１丁目１-６越前ビル）

北

▼収穫の秋に感謝して
ふらの樹海やさい工房「しずく」収穫感謝祭　１０月１３日鰹金 ・１４日鰹土 

山公園パークゴルフ場横で、週５回直売所を

開いて、地域の農産物をＰＲしているふらの

樹海やさい工房「しずく」が、収穫感謝祭を開催

しました。会場ではユリ根や南瓜、ミニトマトな

どの野菜をはじめ、パンやジュースなどの加工品

を販売し、お客さんが長蛇の列となりました。今

年の直売所の集客は好調で、昨年より２週間営業

期間を延長し、１０月２４日まで続けられました。

東

▼奉仕の心で地域に貢献
富良野ライオンズクラブ植樹活動　１０月８日鰹日 

界ライオンズ奉仕デー（１０月８日）を迎え、

富良野ライオンズクラブの会員約３０人が、ハ

イランドふらのの敷地内にエゾヤマザクラを３０本

植樹しました。この取り組みは社会奉仕活動の一

環として、平成２年に空知川運動公園での植樹に

始まり、今年で２３回目となりました。当日は能登

市長も植樹に参加して、苗木の寄付と植樹活動に

対して、橋場和之会長へ感謝状を贈呈しました。

世

ま ち の で き ご と
ZZOOOOMMUUPPFFUURRAANNOO
ズズーームムアアッッププふふららののズズーームムアアッッププふふららのの

▼とっておきを持ち寄って
図書館まつり ビブリオバトル2017　１０月４日鰹水 

書の秋を迎え、１０月１日から約１カ月間、図

書館で図書館まつりを開催し、大人の古本市

や絵本のフリーマーケットなどの催しに、多くの

人でにぎわいました。中でも、好みの本を持ち寄っ

て各自５分で紹介し、最後に読みたい本を決める

「ビブリオバトル」では、白熱したディスカッショ

ンが繰り広げられ、「こころのほつれ、なおし屋さ

ん（村中李衣）」などがチャンプ本に選ばれました。

読
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て国民年金保険料を納められた人は、翌年の２月上
旬に送られます。
　税法上とても有利な国民年金は、老後はもちろん、
不慮の事故など万一のときにも心強い味方となる制
度です。保険料は納め忘れのないようきちんと納め
ましょう。

保険料の支払いはお忘れなく

鰹問 市民課市民年金係　拶３９‐２３０１

　納めた国民年金保険料は
　　全額が社会保険料控除の対象です！

　国民年金保険料は所得税法及び地方税法上、健康保
険や厚生年金などの社会保険料を納めた場合と同様に、
申告により社会保険料控除として、課税所得から控除
されます。控除の対象は平成２９年１月から１２月までに
納められた保険料の全額で、過去の年度分や追納され
た保険料も含まれ、さらに自分の保険料だけでなく、
配偶者や家族の国民年金保険料を支払っている場合は、
その保険料も合わせて控除の対象です。
　なお、平成２９年中に納付した国民年金保険料の控除
を受けるためには、年末調整や確定申告を行うときに、
領収証など保険料を支払ったことを証明する書類の添
付が必要です。そのため平成２９年１月１日から９月３０
日までに国民年金保険料を納付した人には、１１月上旬
に日本年金機構から「社会保険料（国民年金保険料）
控除証明書」が送られますので、申告書の提出の際に、
必ずこの証明書、または領収証を添付してください。
※平成２９年１０月１日から１２月３１日までに、今年はじめ

 

仔健康寿命とは？　
　　「健康寿命」とは心身ともに健康で、介護など

　を必要とせず、日常生活に制限なく自立して生

　活できる期間のことです。健康寿命を伸ばして

　制限のある期間を縮めれば、自分の人生を自分

　らしく過ごせる期間が長くなります。また、介

　護の期間も短くなるため、医療・介護費用を削

　減でき、家族の負担軽減にもつながります。

仔健康寿命を縮める三大要因
　　健康寿命を伸ばすには、要支援・要介護にな

　るリスクを減らすことが大切です。要支援・要

　介護を引き起こす主な原因は、認知症、脳卒中

　などの脳血管 疾  患 、骨折・転倒、関節疾患が大
しっ かん

　きな割合を占めます。これらの発症には加齢だ

　けでなく、毎日の生活習慣の積み重ねが影響し

　ています。

仔若いうちから対策が必要
　　介護は高齢者だけの問題に思われがちですが、

　若いころから身体活動・運動不足や不適切な食

　生活を積み重ねるとリスクが高まります。

　「まだ大丈夫」と思って何もしないでい

　ると、手遅れになる恐れもあります。今

　のうちから生活習慣を見直して将来の
　病気や介護のリスクを減らしましょう。

運動で健康寿命を伸ばそう！

今月のテーマは

こんにちは

保健師です！

仔運動と生活活動を増やすことが大切
　　身体活動・運動は、日常生活における家事、

　通勤・進学などの「生活活動」と、体力向上や

　健康の維持・増進を目的に、計画的・継続的に

　実施する「運動」の２つに分けられます。日常

　的に歩くことや掃除などの家事を活発に行った

　り、スポーツにチャレンジして、身体活動量を

　増やしていくことが健康づくりに役立ち、さら

　に健康寿命を伸ばすことにつながります。

仔活発に動くことはさまざまな病気を予防

　　活発に体を動かすことは、血圧や血糖値、筋

　肉の機能を改善させ、要介護の原因である認知

　症や脳卒中などを予防する効果があります。一

　定以上の歩行と身体活動・運動がさまざまな病

　気の予防につながるという研究報告もあります。

仔身体活動量の目安とは

　　健康づくりに必要な身体活動量は、世代によ

　って異なり、１８歳から６４歳は「歩行またはそれ

　と同等以上の強度の身体活動・運動を毎日６０分」、

　６５歳以上は「強度を問わず、身体活動・運動を

　毎日４０分」とされています。大切なことは、身

　体活動量を少しでも増やすことで、例えば「今

　より１０分多く歩くこと」から始めましょう。

国民年金・老齢基礎年金の裁定請求手続き

昭和２７年１１月生まれ(満６５歳)の方は、満６５歳の誕生日

以降に手続きをしてください。すでに厚生年金を受給

している方は、誕生月に送られてくるはがきを返送す

ることで、基礎年金の手続きが完了します。

市役所②番窓口にお越しください。必要なものは印鑑・預金通
帳・年金手帳・マイナンバーがわかるものなどです。

（この他に戸籍謄本や住民票などが必要になる場合があります）

１１１１月月ははねねんきん月んきん月間間・・１１月３０１１月３０日日はは年年金の日金の日
いい　　みらい
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クーリング・オフ葉書は富

良野郵便局、若葉郵便局、

山部・東山支所に置いてあ

ります。

消消消消消消消消消消消消消消消消消消消消費費費費費費費費費費費費費費費費費費費費生生生生生生生生生生生生生生生生生生生生活活活活活活活活活活活活活活活活活活活活セセセセセセセセセセセセセセセセセセセセンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンタタタタタタタタタタタタタタタタタタタタ消費生活センターーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー
若松町１７番１号　　

拶３９‐１１６６

 　月～金曜日　 　      
午前１０時～午後４時

ダイヤル交換市もやってます！

◆譲ります　　　　　　　　　　　　　　 　  
捌捌富良野高制服男子（１８０Ａ）、ワイシャツ長袖、半袖（１８０Ａ富良野高制服男子（１８０Ａ）、ワイシャツ長袖、半袖（１８０Ａ））　

捌捌五月人五月人形形捌捌電子レン電子レンジジ捌捌マッサージチェマッサージチェアア

捌捌観葉植物（ゴムの木など観葉植物（ゴムの木など））

◆譲ってください　　　　　　　　　　　  　 
捌捌FFFF式式ストーストーブブ捌捌ベビー用バウンサベビー用バウンサーー

相相談談すするるなならら

再確認！

排出方法とマナー

環環境境課課かからら
おお知知ららせせ

拶拶３３９９--22330088 

通信販売の定期購入

　　２０歳の娘が友達から芸能人が飲んでいて

　　ダイエットに効くと聞いて、健康食品をス

マートフォンで調べ、６８０円でお試しができる

と書かれていたので注文したと言う。次の月、

頼んでもいないのに同じ商品が届き業者に連

絡すると、４回の定期購入だった。４回の定期

コースだから初回は格安で提供していると言

われたので、２回目は仕方ないが３回目からは

止めてほしいと言うと、違約金５,０００円が発生

すると言われた。違約金なしで解約したい。

　　業者のスマートフォンのホームページを

　　確認し、申し込みの画面をタップすると、

購入の注意事項があって定期コースであるこ

とが書かれていました。５回目以降は、次回発

送日の７日前までに連絡すると発送を中止し

てくれるようになっていて、表示に問題がない

ように思われました。相談者には、スマート

フォンは小さな文字で書かれていること、低価

格などをうたう広告に目が行き、契約内容をき

ちんと確認しなかったことが、トラブルの原因

になったのではと説明しました。相談者は納得

し、娘さんと相談することにしました。

　近年、健康食品の定期コースの相談が増加し

ており、国民生活センターでも注意を呼びかけ

ています。相談者に指摘したように、契約内容

をきちんと確認してから注文しましょう。

Ｑ

A

設備点検のため　　　　　　　　
生ごみ収集を休止します

　衛生センターの設備点検のため、Ｂ地区とＣ
地区で生ごみの収集を休止します。大変ご迷惑
をおかけしますが、ご協力をお願いします。

　　　《生ごみの収集を休止する日程》
　 　◆対象地区　Ｂ・Ｃ地区
　　　　　　　　 ※地区割りは下段に記載
　 　◆休 止 日　１１月１７日鰹金 ・１８日鰹土 

空き缶・金属類の回収時間

　空き缶と金属類は回収車両が違うため、回収
時間が異なります。資源回収ステーションに空
き缶、または金属類のどちらかが残っていても、
回収漏れではありません。お間違えのないよう
お願いします。

空きびん・陶磁器・ガラス及び　　
　　空き缶の出し方について
　最近、空きびんや空き缶の中に、飲み残しやタ
バコの吸殻、他のごみの混入が多くなってきまし
た。また、陶磁器・ガラス専用のコンテナの中に、
その他のごみが混入している状況も目立ち、処理
の支障となっています。ごみは分別ルールを守っ
て出してください。

年内の粗大ごみ・電気ごみの　　　
　　受け付けについて
　１２月収集の申込み期限は１１月２９日鰹水 です。収集
日は各地区下記のとおりです。それ以降は１月収
集となりますので、注意してください。

　　《粗大ごみの年内収集の申込み期限など》
　 　◆申込み期限　１１月２９日鰹水 　　
　 　◆収　集　日　Ａ地区 ～ １２月７日鰹木 　　
　 　　　　　　　　Ｂ・Ｃ地区 ～ １２月８日鰹金 　

Ａ地区～朝日町、本町、若松町、日の出町、幸町、末広町、
　　　　栄町、若葉町、弥生町、緑町、扇町、南町、布部、
　　　　扇山の一部、東山、西達布、老節布、平沢

Ｂ地区～桂木町、新富町、西町、北斗町、北の峰町、学田、
　　　　清水山、島ノ下、御料、五区、山部（北星・桜丘・
　　　　中央・共進・南陽）

Ｃ地区～春日町、東町、花園町、錦町、新光町、住吉町、
　　　　瑞穂町、麻町、東雲町、大沼、鳥沼、西扇山２、
　　　　扇山の一部、八幡丘、富丘、布礼別、麓郷、
　　　　山部（東・中・南・北・西町）
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 く
ら
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

図
書
館
の
本
は
　
　
  

み
ん
な
の
財
産
で
す

　
市
立
富
良
野
図
書
館
で
は
、

９
月
　
日
か
ら
　
日
ま
で
平
成

２６

３０

　
年
度
の
蔵
書
点
検
を
行
い
ま

２９し
た
。

　
期
間
中
、
利
用
者
の
み
な
さ

ん
に
は
大
変
ご
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
ご
協
力

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
点
検
の
結
果
、
本
館
蔵
書
約

　
万
７
千
冊
の
う
ち
　
冊
の
本

１２

６５

が
不
明
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が

わ
か
り
ま
し
た
。
不
明
の
本
は
、

図
書
館
の
カ
ウ
ン
タ
ー
で
貸
出

手
続
き
を
し
な
い
ま
ま
館
外
に

出
た
本
で
す
。
ま
た
、
汚
損
破

損
も
多
数
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
限
ら
れ
た
予
算
で
新
刊
本
や

リ
ク
エ
ス
ト
本
を
購
入
す
る
た

め
、
不
明
本
な
ど
の
補
充
購
入

は
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
図
書
館
の
本
は
市
民
の
み
な

さ
ん
の
共
通
の
財
産
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
機
会
に
も
う
一
度
、
図

書
館
利
用
の
マ
ナ
ー
に
つ
い
て

お
考
え
い
た
だ
く
と
と
も
に
、

ル
ー
ル
を
守
っ
て
の
ご
利
用
を

お
願
い
し
ま
す
。

鰹問 
図
書
館

拶
２
２
‐
３
０
０
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

　
月
９
日
は
　
　
　

１１　
　
１
１
９
番
の
日

　
火
災
や
救
急
・
救
助
は
１
分

１
秒
を
争
い
ま
す
。
１
１
９
番

通
報
し
た
際
に
、
場
所
な
ど
を

正
し
く
伝
え
ら
れ
な
け
れ
ば
消

防
車
や
救
急
車
の
到
着
が
遅
れ
、

被
害
が
大
き
く
な
り
、
助
か
る

命
も
助
か
ら
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。
慌
て
ず
に
落
ち
着
い
て
、

質
問
に
答
え
て
く
だ
さ
い
。

　
間
違
っ
て
１
１
９
番
通
報
を

し
て
し
ま
っ
た
場
合
は
、
直
ぐ

に
電
話
を
切
る
の
で
は
な
く
、

間
違
い
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て

く
だ
さ
い
。
間
違
い
と
確
認
が

で
き
な
い
ま
ま
電
話
が
切
れ
た

場
合
は
、
緊
急
性
が
あ
る
と
判

断
し
て
折
り
返
し
電
話
し
ま
す
。

１
１
９
番
は
緊
急
時
の
み
使
用

ごみＱ＆Ａ

１１月号

Ｑ．家庭菜園で使用した支
柱は何ごみ？

Ａ．袋に入る大きさのものは、
木製、竹製、プラスチック製
の場合は固形燃料ごみになり
ます。金属製の場合は金属ご
みになります。４５リットルの
袋に入らないものは粗大ごみ
になりますので、処理券の購
入と申し込みが必要です。

Ｑ．旅行カバン（ケース）は、
何ごみ？

Ａ．粗大ごみになります。処
理券を購入して出してくださ
い。固形燃料ごみ袋から出な
い大きさであれば、固形燃料
ごみとして出せます。なお、
金属などは可能な限り外して
出してください。

Ｑ．家庭で出た材木（建材）
は何ごみ？

Ａ．固形燃料ごみ袋に入る大
きさのものは固形燃料ごみに
なります。４５リットルの袋に
入らないものは粗大ごみにな
りまので、処理券の購入と申
し込みが必要です。ひとまと
めにしてひもなどで梱包して
出してください。※２０㎏ 一梱
包が一単位です。

ありがとうございます

富良野ライオンズクラブ
エゾヤマザクラ
　３０本（247,320円相当分）

寄 付

し
て
く
だ
さ
い
。
災
害
な
ど
の

問
い
合
わ
せ
に
つ
い
て
は
消
防

署
の
テ
レ
ホ
ン
サ
ー
ビ
ス
（
拶

２
３
‐
２
７
１
９
）
に
お
か
け

く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
の
危
険

物
 漏
洩
 事
故
の
防
止

ろ
う
え
い

　
近
年
、
住
宅
・
事
業
所
用
の

ホ
ー
ム
タ
ン
ク
か
ら
危
険
物
が

広告

広報ふらのに広告
を掲載しませんか

　市では、「広報ふ
らの」の「くらし
の情報」下段に有
料広告を掲載して
います。会社やお
店の宣伝にご利用
ください。

鰹問 企画振興課

拶３９-２３０４

このページは広告料収入で作成しています
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流
出
す
る
事
故
が
多
発
し
て
い

ま
す
。
主
な
事
故
原
因
は
、ホ
ー

ム
タ
ン
ク
の
劣
化
な
ど
に
よ
る

も
の
で
す
。

　
ホ
ー
ム
タ
ン
ク
は
長
期
間
の

使
用
に
よ
り
本
体
の
サ
ビ
、
足

場
の
固
定
が
不
安
定
に
な
り
ま

す
。
本
格
的
な
冬
シ
ー
ズ
ン
が

到
来
す
る
前
に
、
今
一
度
ホ
ー

ム
タ
ン
ク
と
暖
房
機
器
の
状
態

を
再
確
認
し
、
タ
ン
ク
の
転
倒
、

危
険
物
の
流
出
事
故
を
防
ぎ
ま

し
ょ
う
。

　
く
わ
し
く
は
石
油
取
扱
店
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
消
防
署

拶
２
３
‐
５
１
１
９

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト

ラ
イ
ン
強
化
週
間

　
強
化
期
間
中
は
、
相
談
時
間

を
延
長
し
て
い
ま
す
。

期
　
間
　
　
月
　
日
鰹月 
～
　
日
鰹日 

１１

１３

１９

　
午
前
８
時
　
分
～
午
後
７
時

３０

※
　
日
鰹土 
・
　

日
鰹日 
は
午
前
　

１８

１９

１０

時
～
午
後
５
時

相
談
内
容
　
夫
・
パ
ー
ト
ナ
ー

か
ら
の
暴
力
、
職
場
で
の
セ
ク

シ
ャ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
、

女
性
の
人
権
に
関
す
る
相
談

料
　
金
　
無
料

そ
の
他
　
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
。

相
談
を
希
望
さ
れ
る
方
は
全
国

共
通
ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル
（
拶
０
５

７
０
‐
０
７
０
‐
８
１
０
）
を

利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
旭
川
地
方
法
務
局
人
権
擁
護
課

拶
０
１
６
６
‐
３
８
‐
１
１
１
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ご
存
じ
で
す
か
。
無
期

転
換
ル
ー
ル

　
平
成
　
年
４
月
１
日
以
降
に

２５

開
始
し
た
有
期
労
働
契
約
が
反

復
更
新
さ
れ
て
、
通
算
５
年
を

超
え
た
と
き
（
平
成
　
年
４
月

３０

以
降
）
は
、
労
働
者
の
申
し
込

み
に
よ
り
、
期
間
の
定
め
の
な

い
労
働
契
約
（
無
期
労
働
契
約
）

に
転
換
で
き
る
ル
ー
ル
で
す
。

　
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

鰹問 
北
海
道
労
働
局
雇
用
環
境
・

均
等
部
指
導
課

拶
０
１
１
‐
７
０
９
‐
２
７
１
５

 催
　
し

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

税
を
考
え
る
週
間

　
全
国
各
地
で
「
税
を
考
え
る

週
間
」
と
し
て
、
各
種
行
事
が

行
わ
れ
ま
す
。
富
良
野
市
で
も
、

市
民
が
税
を
身
近
な
も
の
と
し

て
考
え
、
税
の
意
義
や
役
割
を

正
し
く
認
識
し
、
税
務
行
政
へ

の
理
解
と
信
頼
を
深
め
て
い
た

だ
け
る
よ
う
書
道
展
を
実
施
し

ま
す
。

展
示
期
間
　

　
　
　
　
月
　
日
鰹金 
～
　
日
鰹金 

１１

１０

１７

展
示
場
所
　
文
化
会
館
、
生
涯

学
習
セ
ン
タ
ー
、
東
山
支
所

鰹問 
税
務
課

拶
３
９
‐
２
３
０
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
博
物
館
　

展
覧
会
の
お
知
ら
せ

鞄
第
　
回
道
北
地
区
博
物
館
等

２５

連
絡
協
議
会
巡
回
展
「
道
北
の

文
学
者
た
ち
」　

　
道
北
ゆ
か
り
の
小
熊
秀
雄
、

今
野
大
力
ら
６
人
の
詩
人
・
作

家
文
学
作
品
を
紹
介
す
る
ミ
ニ

巡
回
展
で
す
。

と
　
き
　

　
　
月
　
日
鰹土 
～
　
月
　
日
鰹日 

１１

１１

１２

１７

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
は
休
館

鞄
富
良
野
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

絵
画
展
「
２
０
１
７
 

C
0
L
L
E
C

T
IO
N
G
A
L
L
E
R
Y

」

　
富
良
野
ゆ
か
り
の
洋
画
家
・

盛
本
学
史
の
絵
画
を
中
心
に
展

示
し
ま
す
。

と
　
き
　

　
　
月
　
日
鰹土 
～
３
月
４
日
鰹日 

１１

１１

　
　
　
午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
毎
週
月
曜
日
・
　

月
　
日
鰹日 

１２

３１

～
１
月
５
日
鰹金 
は
休
館

共
通
事
項

と
こ
ろ
　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

観
覧
料
　
無
料

鰹問 
富
良
野
市
博
物
館

拶
４
２
‐
２
４
０
７

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ

い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か

道
総
研
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
０
１
７

～
富
良
野
圏
域
で
の
分
散
型
エ

ネ
ル
ギ
ー
利
用
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
て
～

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹木 

１１

１６

　
　
　
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
南
富
良
野
町
保
健
福

祉
セ
ン
タ
ー
み
な
く
る
（
南
富

良
野
町
字
幾
寅
）

入
場
料
　
無
料

内
　
容
　
道
総
研
戦
略
研
究
エ

ネ
ル
ギ
ー
チ
ー
ム
か
ら
の
報
告
、

地
域
の
事
例
紹
介

虚
富
良
野
市
の
固
形
燃
料
の
取

り
組
み
の
経
緯
や
現
状
、
今
後

の
展
開
な
ど
に
つ
い
て

許
南
富
良
野
町
の
取
り
組
み
に

つ
い
て

申
込
み
　
環
境
課
に
電
話
で
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
環
境
課
拶
３
９
‐
２
３
０
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

第
３
回
富
良
野
地
方
物
産

振
興
会
特
産
品
フ
ェ
ア

　
住
民
の
み
な
さ
ん
や
観
光
客

に
対
し
、
地
域
の
特
産
品
を
Ｐ

Ｒ
す
る
と
と
も
に
、
消
費
拡
大
、

本
会
の
Ｐ
Ｒ
を
目
的
に
特
産
品

な
ど
を
格
安
で
販
売
し
ま
す
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 
　

１１

１９

　
　
　
午
前
　
時
～
午
後
２
時

１０

と
こ
ろ
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２

（
タ
マ
リ
ー
バ
）

内
　
容
　
特
産
品
の
販
売
・
抽

選
会

鰹問 
富
良
野
地
方
物
産
振
興
会
事

務
局
（
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
内
）

拶
２
２
‐
５
４
４
３
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

い
じ
め
に
関
す
る
講
演
会

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹火 

１１

２８

午
後
６
時
　
分
（
　
分
前
受
付
）

３０

３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

内
　
容
　
い
じ
め
と
不
登
校
を

考
え
る

講
　
師
　
村
田
 昌
俊
さ
ん
（
旭

川
市
立
春
光
台
中
学
校
校
長
）

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
１
０
０
人

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹水 
ま
で
に

１１

１５

電
話
、
ま
た
は
F
A
X
（
姉
２

３
‐
３
５
２
８
）、
メ
ー
ル
（
死

g
a
k
u
m
u
@
c
ity
.fu
ra
n
o
.h
o
k
k

a
id
o
.jp

）
で
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

鰹問 
学
校
教
育
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

地
域
の
助
け
合
い
・
　

支
え
合
い
講
演
会

　
介
護
保
険
制
度
が
改
正
さ
れ
、

地
域
の
支
え
合
い
の
重
要
性
が

高
ま
っ
て
い
ま
す
。
住
み
慣
れ

た
地
域
で
自
分
ら
し
い
暮
ら
し

を
続
け
る
た
め
に
、
今
か
ら
で

き
る
こ
と
を
一
緒
に
考
え
、
活

動
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

１９

　
　
　
　
午
前
　
時
１０

と
こ
ろ
　
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

い
ち
い

講
　
師
　
枡
竹
 文
浩
さ
ん
（
富

良
野
市
生
活
支
援
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
）　

内
　
容
　
身
近
に
あ
る
通
い
の

場
（
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
ミ
ニ

サ
ロ
ン
・
ふ
ま
ね
っ
と
）
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
紹
介
し
、

住
民
主
体
の
助
け
合
い
・
支
え

合
い
活
動
に
つ
い
て
の
提
案

参
加
料
　
無
料

定
　
員
　
先
着
１
０
０
人

申
込
み
　
事
前
に
電
話
で
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
富
良
野
市
社
会
福
祉
協
議
会

拶
３
９
‐
２
２
１
５

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ひ
ざ
の
痛
み
　
　
　

市
民
公
開
セ
ミ
ナ
ー

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹土 

１１

１１

　
　
　
　
午
後
２
時

と
こ
ろ
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２

（
タ
マ
リ
ー
バ
）

内
　
容
　

虚
「
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
に
つ

い
て
～
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
の

薬
物
に
よ
る
治
療
、
手
術
に
よ

る
治
療
～
」

講
　
師
　
川
村
 大
介
さ
ん
（
か

わ
む
ら
整
形
外
科
院
長
）

許
「
変
形
性
ひ
ざ
関
節
症
の
リ

ハ
ビ
リ
に
よ
る
治
療
」

講
　
師
　
前
田
 健
太
郎
さ
ん

（
か
わ
む
ら
整
形
外
科
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
科
長
）

参
加
料
　
無
料

鰹問 
か
わ
む
ら
整
形
外
科

　
　
　
　
拶
２
２
‐
４
３
４
１

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

お
や
こ
劇
場
の
催
し

◆
と
み
し
び
音
楽
企
画

「
ナ
メ
ち
ゃ
ん
の
　
　
　
　
　

あ
っ
た
か
わ
い
わ
い
ラ
イ
ブ
」

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹木 
祝
日

１１

２３

午
後
６
時
　
分
（
　
分
前
開
場
）

３０

１５

と
こ
ろ
　
瑞
穂
コ
ミ
セ
ン

対
　
象
　
幼
児

※
お
や
こ
劇
場
は
会
員
制
の
会

で
入
会
金
２
０
０
円
・
月
会
費

１
０
０
０
円
（
４
歳
以
上
）
で

３
歳
以
下
は
無
料
で
す
。
当
日

の
入
会
も
可
能
で
す
。

鰹問 
お
や
こ
劇
場

拶
２
２
‐
５
８
９
４

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

高
齢
者
に
よ
る
地
域
活
性
化
促
進
事
業

「
ま
ぜ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　
ぼ
く
ら
の
課
題
と
そ
の
解
決

法
を
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま

６カ月券３カ月券１カ月券期間券

20,800円14,000円5,200円一　般

15,600円10,500円3,900円高齢者

～ 痩 せたい人・引き締めたい人～
や

基礎代謝を向上させるプログラム
　「ボディパンプ」に参加してみませんか?
　ボディパンプとは、バーベルを使い音楽に合わせて
筋肉を鍛え、最低限必要な筋力トレーニングをすべて
含むプログラムです。週２回トレーニングすると、４
週間で効果が期待できます。インストラクターが指導
しますので、初心者の方でも参加できます。

と　き　火曜日　正午１２時３０分～午後１時
　　　　　　　　午後６時３０分～７時１５分

　　　　木曜日　午前１０時４５分～１１時１５分

　　　　金曜日　午後７時３０分～８時３０分

　　　　日曜日　午後４時１５分～５時１５分

ところ　富良野市中心街活性化センターふらっと

参加料　下記の期間券を購入して参加してください。

※上記料金でプール・マシンジム・お風呂も利用できます。

鰹問 富良野市中心街活性化センター　拶２２‐５０５０

富良野市制五十年史富良野市制五十年史をを
販売していま販売していますす
　

　富良野市誕生から５０年の歩みをつ

づった「富良野市制五十年史」を販売し

ています。これまで刻まれてきた歴史を

五十年史で振り返ってみませんか。

料　金　3,000円（税込）

販売所　市役所企画振興課（２階）

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

2211 FFuurraannoo 22001177--1111

で
、
み
ん
な
で
探
す
座
談
会
を

開
催
し
ま
す
。
ど
な
た
で
も
参

加
で
き
ま
す
（
途
中
参
加
可
）。

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

２６

　
午
前
９
時
～
午
後
３
時
　
分
３０

と
こ
ろ
　
文
化
会
館

定
　
員
　
先
着
　
人
８０

参
加
料
　
無
料

申
込
み
　
電
話
で
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

鰹問 
ま
ぜ
て
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
実
行
委

員
会
（
暮
し
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
内
）

拶
２
３
‐
４
０
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

落
語
で
学
ぶ
調
停
制
度

「
笑
い
で
家
族
に
平
和
を
！

　
林
家
彦
い
ち
師
匠
落
語
会
」

と
　
き
　
　
月
　
日
鰹日 

１１

１２

　
　
午
後
２
時
（
　
分
前
開
場
）

３０

と
こ
ろ
　
フ
ラ
ノ
マ
ル
シ
ェ
２

（
タ
マ
リ
ー
バ
）

入
場
料
　
無
料
（
文
化
会
館
で

発
行
し
て
い
る
整
理
券
が
必
要

で
す
）

鰹問 
富
良
野
調
停
協
会
事
務
局

（
大
西
さ
ん
）拶

４
５
‐
４
２
７
８

備
士
の
い
ず
れ
か
の
資
格
を
有

す
る
方
は
、
専
門
試
験
を
免
除

試
験
内
容
　
専
門
試
験
（
建
築
）、

職
場
適
応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
社
会
福
祉
士
【
１
人
】

受
験
資
格
　
昭
和
　
年
４
月
２

５８

日
以
降
に
生
ま
れ
た
方
で
、
社

会
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
　
年
３
月
ま
で
に

３０

卒
業
す
る
見
込
み
の
方

試
験
内
容
　
教
養
試
験
、
職
場

適
応
性
検
査
、
論
文
試
験

●
共
通
事
項

試
験
日
時
　
　
月
　
日
鰹日 

１２

１０

試
験
会
場
　
市
役
所

居
住
要
件
　
採
用
後
、
市
内
に

居
住
が
可
能
な
方

受
験
手
続
き
　
総
務
課
（
市
役

所
１
階
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に

必
要
事
項
を
記
入
し
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
申
込
用
紙
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

受
付
期
間
　
　
月
　
日
鰹月 
ま
で

１１

２７

の
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
ま

 募
　
集

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

富
良
野
市
職
員
　
　

　
　
　
　
採
用
試
験

平
成
　
年
４
月
１
日
採
用

３０

●
建
築
技
術
職
【
１
人
】

受
験
資
格
　
次
の
虚
～
鋸
の
い

ず
れ
か
の
要
件
を
満
た
す
方
　

虚
平
成
３
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
に
お
い
て

建
築
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３０

３
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

許
平
成
５
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
短
期
大
学
・

高
等
専
門
学
校
、
専
修
学
校
（
修

業
年
数
２
年
以
上
）
に
お
い
て

建
築
に
関
す
る
課
程
を
修
め
て

卒
業
し
た
方
で
、
平
成
　
年
３

３０

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

距
平
成
７
年
４
月
2
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
で
、
高
等
学
校
を
卒

業
し
た
方
、
ま
た
は
平
成
　
年
３

３０

月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
方

鋸
昭
和
　
年
４
月
２
日
以
降
に

５８

生
ま
れ
た
方
で
、
大
学
、
ま
た
は

高
等
学
校
お
い
て
、
建
築
に
関
す

る
課
程
を
修
め
て
卒
業
し
、
実
務

経
験
５
年
以
上
を
有
す
る
方

※
建
築
士
２
級
以
上
、
建
築
設

で
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

き
ま
す
）

※
郵
送
に
よ
る
申
し
込
み
は
　１１

月
　
日
鰹月 
必
着

２７
鰹問 
総
務
課
拶
３
９
‐
２
３
０
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ス
タ
ッ
フ
募
集

　
「
英
語
が
話
せ
る
ふ
ら
の
っ

子
を
め
ざ
し
て
！
」
を
合
言
葉

に
、
ふ
ら
の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ

キ
ャ
ン
プ
を
開
催
し
ま
す
。

　
次
の
日
程
で
、

子
ど
も
た
ち
（
小

学
５
年
生
～
中
学

３
年
生
対
象
）
の

お
世
話
を
し
て
い

た
だ
け
る
、
英
語

に
精
通
し
た
市
民

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
を
募

集
し
ま
す
。

と
　
き
　

　
　
　
１
月
　
日
鰹金 
・
　
日
鰹土 

１２

１３

と
こ
ろ
　
大
雪
青
少
年
交
流
の

家
（
美
瑛
町
）

募
集
要
件
　
市
民
の
方
で
、
英

語
で
ネ
イ
テ
ィ
ブ
ス
ピ
ー
カ
ー

と
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
こ
と
が
で
き
る
方
（
無
償
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
※
宿
泊
費
・
食
費

に
つ
い
て
は
主
催
者
が
負
担
）

募
集
人
員
　
成
人
３
人

内
　
容
　
子
ど
も
た
ち
の
活
動

を
サ
ポ
ー
ト
（
プ
ロ
グ
ラ
ム
補

助
）

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹金 
ま
で
に

１１

２４

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

鰹問 
学
校
教
育
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
２
０

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

●
一
般
世
帯
向
け
住
宅
（
単
身

入
居
可
）

東
山
団
地
（
東
山
市
街
）

昭
和
　
年
　
３
Ｄ
Ｋ
　
　
４
戸

５２

受
付
期
間
　

　
　
　
　
月
６
日
鰹月 
～
　
日
鰹金 

１１

１７

入
居
資
格
　

虚
現
に
住
宅
に
困
窮
し
て
い
る
方

許
税
金
の
滞
納
が
な
い
方

距
収
入
が
基
準
以
内
の
方

鋸
申
込
者
（
そ
の
同
居
者
、
同

居
し
よ
う
と
す
る
親
族
を
含

む
）
が
暴
力
団
員
で
な
い
こ
と

家
　
賃
　
入
居
す
る
方
の
収
入

に
よ
り
決
ま
り
ま
す
。

申
込
み
　
都
市
建
築
課
に
あ
る

申
込
書
に
記
入
し
、
必
要
な
書
類

（
収
入
を
証
明
す
る
書
類
な
ど
）

を
添
え
て
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

鰹問 
都
市
建
築
課

拶
３
９
‐
２
３
１
６
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・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

審
議
会
委
員
の
公
募

◆
富
良
野
市
子
ど
も
・
子
育
て

会
議
委
員
【
１
人
】

任
　
務
　
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
に
関
す
る
施
策
の
審
議
な
ど

応
募
資
格
　
市
内
に
在
住
の
方

で
、
年
３
回
程
度
の
会
議
に
参

加
可
能
で
、
子
育
て
に
関
心
の

あ
る
方

任
　
期
　
委
嘱
日
か
ら
２
年
間

報
　
酬
　

2
7
5
0
円
（
税
込
）・
交
通
費
　２０

円
／
　
（
片
道
5
　
以
上
）

km

km

応
募
期
間
　
　
月
　
日
鰹火 
ま
で

１１

１４

申
込
み
　
く
わ
し
く
は
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
内
容
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

鰹問 
こ
ど
も
未
来
課

拶
3
9
‐
２
２
２
３

◆
富
良
野
市
企
業
振
興
促
進
条

例
適
用
審
査
委
員
会
委
員
【
１
人
】

任
　
務
　
補
助
指
定
・
補
助
金

交
付
の
可
否
な
ど

応
募
資
格
　
市
内
在
住
で
こ
の

条
例
の
適
用
に
該
当
し
な
い
方

で
、
年
２
回
程
度
の
会
議
に
出

席
可
能
な
方

任
　
期
　
委
嘱
日
か
ら
３
年
間

報
　
酬
　

半
日
2
7
5
0
円
（
税
込
）・
交
通

費
　
円
／
　
（
片
道
5
　
以
上
）

２０

km

km

応
募
期
間
　
　
月
　
日
鰹水 
か
ら

１１

１５

　
月
　
日
鰹木 
ま
で

１２

１４

申
込
み
　
商
工
観
光
課
に
あ
る

申
込
書
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）
に
必
要

事
項
を
記
入
の
上
、
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

鰹問 
商
工
観
光
課

拶
3
9
‐
２
３
１
２

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

「
ま
な
ぶ
っ
く
」
で
活
動

を
紹
介
し
ま
せ
ん
か

　
教
育
委
員
会
で
は
、
み
な
さ

ん
の
生
涯
学
習
を
応
援
し
、
各

関
係
団
体
、
サ
ー
ク
ル
、
指
導

者
な
ど
の
情
報
を
ま
と
め
、
よ

り
親
し
み
や
す
く
、
活
用
し
や

す
く
す
る
た
め
、
学
び
の
サ

ポ
ー
ト
情
報
誌
「
ま
な
ぶ
っ
く
」

を
発
刊
し
て
い
ま
す
。
新
た
に

掲
載
を
希
望
さ
れ
る
団
体
や
指

導
者
の
方
な
ど
、
会
員
の
拡
大

や
会
の
活
動
紹
介
な
ど
に
ぜ
ひ

ご
利
用
く
だ
さ
い
。
く
わ
し
く

は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

掲
載
内
容
（
予
定
）　
団
体
（
個

人
）
名
、
代
表
者
氏
名
、
活
動

日
時
・
場
所
、
会
員
数
、
会
費
、

活
動
内
容
な
ど

発
刊
日
（
予
定
）　
平
成
　
年
４

３０

月
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
予
定
）

申
込
み
　
　
月
　
日
鰹木 
ま
で
に

１１

３０

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
社
会
教
育
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
１
８

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

参
加
企
業
募
集

　
富
良
野
市
で
は
、「
北
海
道
ふ

る
さ
と
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー

事
業
」
を
実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
事
業
は
、
都
会
の
若
者

が
一
定
期
間
地
方
に
滞
在
し
、

ス
キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
な
ど
冬
の
北

海
道
な
ら
で
は
の
職
場
で
働
き

な
が
ら
、
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
へ

の
参
加
や
地
域
住
民
と
の
交
流

な
ど
を
通
じ
て
田
舎
暮
ら
し
を

学
ぶ
こ
と
で
、
将
来
的
な
移
住
・

定
住
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

事
業
期
間
　
　
月
１
日
鰹金 
～
平

１２

成
　
年
３
月
　
日
鰹金 

３０

１６

参
加
要
件
　
次
の
虚
～
鋸
の
要

件
を
達
成
で
き
る
市
内
企
業
で
、

事
業
終
了
後
に
経
費
の
支
出
に

関
す
る
書
類
が
提
出
で
き
る
企

業
。
く
わ
し
く
は
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

虚
就
労
体
験

・
北
海
道
の
冬
な
ら
で
は
の
１

次
産
業
、
飲
食
業
、
サ
ー
ビ
ス

業
に
従
事
す
る
業
務
へ
就
労
さ

せ
ら
れ
る
企
業
。

・
雇
用
契
約
の
締
結
や
「
労
働

条
件
通
知
書
」
を
明
示
で
き
る

企
業
。

許
交
流
イ
ベ
ン
ト
な
ど
へ
の
参
加

　
地
元
住
民
と
の
交
流
の
機
会

づ
く
り
や
冬
の
イ
ベ
ン
ト
に
参

加
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
。

距
学
び
の
場
へ
の
参
加

　
ま
ち
の
紹
介
や
仕
事
紹
介
な

ど
を
行
い
、
富
良
野
市
へ
の
移

住
の
提
案
を
行
う
こ
と
。

鋸
滞
在
場
所
の
確
保

　
就
労
期
間
中
の
滞
在
場
所

（
寮
や
宿
泊
施
設
）
を
準
備
す
る

こ
と
。

受
入
期
間
　
２
週
間
～
1
カ
月

程
度

申
込
み
　
参
加
を
希
望
す
る
企

業
は
、　

月
　
日
鰹月 
ま
で
に
電

１１

１３

話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

鰹問 
企
画
振
興
課

　
　
　
　
拶
３
９
‐
２
３
０
４

市役所以外から依頼された
配布物の取り扱いについて

　「広報ふらの」をはじめとする市からの配布物につ

いては、日ごろより市民のみなさんにご協力してい

ただき、町内会を通じて配布・回覧していただいて

います。配布物は、月に２回（毎月１日・１５日前後）

市民のみなさんに配布し、その主なものは、ごみカ

レンダーをはじめ、社協・市議会だより、へそのパ

トロールや各学校からのお知らせ文書のほか、市の

事業に関連する各種チラシなどです。また、みなさ

んにお知らせする事項などは、できるだけ広報紙に

掲載するなど、配布物を極力減らすよう努めており

ます。

　みなさんにご協力いただき、配布物の回覧などお

願いしていますが、市から依頼する配布物以外で、

各町内会に対して団体などから配布の依頼があった

場合につきましては、各町内会の判断により配布し

ていただきますよう、お願いいたします。

鰹問 企画振興課　拶３９‐２３０４

2233 FFuurraannoo 22001177--1111

富良野市農業委員会の委員の推薦・募富良野市農業委員会の委員の推薦・募集集
　「農業委員会等に関する法律」が改正されたことにより、農業委員の選出方法が公職選挙法にもと

づく選挙制度から、富良野市長が富良野市議会の同意を得て任命する方法に変更されました。

　農業委員の任命については、あらかじめ市内全域及び地域の農業者や農業関係団体から推薦してい

ただくと同時に、農業者にこだわらず広く一般に公募することとなり、その結果により富良野市長が

任命する仕組みとなっています。

　任命方法の変更にともない、平成３０年４月１日付けで富良野市農業委員会委員を選任することにな

りましたので、農業に関する識見を有し、農地などの利用の最適化の推進に関する事項及び農業委員

会の所掌に属する事項に関し、その職務を適切に行うことができる方の推薦・募集を行います。

募集人数　２３人（利害関係のない者１人含む）

任　　期　平成３０年４月１日から平成３３年３月３１日までの３年間

身　　分　富良野市の特別職の非常勤職員

報　　酬　月額　36,000円

募集期間　１１月２７日鰹月 ～１２月２５日鰹月 
　　　　　※募集期間は延長する場合があります。この場合は期間最終日以降に市のホームページな
　　　　　どにより公表します。

選考方法　富良野市農業委員候補者選考委員会を開催し、提出された書類をもとに選考します。

推薦及び応募方法
　所定の様式に必要事項を記入の上、持参、または郵送により農業委員会事務局まで提出してくださ
い。持参される場合は、市役所開庁日の午前８時３０分から午後５時１５分までに提出してください。
※推薦・応募様式は農業委員会に備えてあります。また、市のホームページからもダウンロードでき
ます。

問合せ・提出先　〒０７６‐８５５５　富良野市弥生町１番１号　農業委員会事務局　拶３９‐２３２３

鰹問 市民相談室（市民課）拶３９‐２３０１

いじめ、DV、差別など人権に関する悩みごとは人権擁護委員に！
　富良野市では、現在６人の人権擁護委員が活動しています。
人権に関する身の上相談や学校などでの人権教室・人形劇の上
演など、積極的な取り組みを行っています。人権に関する悩み
ごと、心配ごとなどがありましたら、一人で悩まずに気軽に相
談してください。相談は無料で、秘密は厳守されます。

【人権擁護委員】

　天日 守さん・並河 秀幸さん・山口 悦子さん・黒岩 優佳さん

　山本 英惠さん・藤原 良一さん（平成２９年４月１日新任）

【主な取り組み】

虚子どもに関わる活動（子ども人権委員会）

噛人権教室（命の尊さ、思いやりの心）
　小・中学校、保育所・幼稚園での人権教室の実施（DVD、

　人形劇、紙芝居など）

噛人権の花運動（花を育てることによって命の尊さを培う）

噛SOSミニレター（誰にも悩みを相談できない子どもに対し、
　手紙で具体的に回答する）

許男女共同参画に関わる活動（男女共同参画委員会）

噛人権講座の実施（高校・専門学校生対象にデートDV予防教室）

噛企業向けの男女共同参画の視点（セクハラ・パワハラなど）

　での啓発活動

距高齢者・障がい者に関わる活動

　（高齢者・障がい者人権委員会）

噛社会福祉施設等における啓発活動

噛人権相談における社会福祉事業従事者との連携

電話でも相談を受け付けています
（平日午前８時３０分～午後５時１５分）

鞄みんなの人権１１０番 拶０５７０‐００３‐１１０
　（最寄りの法務局に接続）

鞄子ども人権１１０番 　拶０１２０‐００７‐１１０
鞄女性の人権ホットライン　拶０５７０‐０７０‐８１０

「人権擁護委員」とは

　法務大臣が委嘱した民間の委員
で、地域に根ざした活動を行って
いる人たちが、地域の中で人権思
想を広め、人権侵害が起きないよ
うに見守り、人権を擁護していく
ために、設けられています。
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鉛
筆
の
文
字
の
か
ろ
け
き
秋
日
和

石
黒
よ
し
子

雲
海
の
割
れ
て
眼
下
に
野
や
畑

　
　
　
　
　
南
部
　
栄
一

一
芸
い
ふ
刀
研
ぎ
師
や
水
澄
め
り

門
田
　
良
昭

新
米
や
ぶ
つ
か
け
塩
の
焼
魚遠

藤
　
妙
子

凩
や
懐
ま
で
も
さ
ぐ
ら
れ
し坂

口
　
節
子

故
郷
の
駅
も
消
え
ゆ
く
黄
落
期

武
内
　
昭
子

長
月
の
今
宵
満
月
皓
皓
と

闇
に
光
を
ひ
と
に
癒
し
を
　
　
　
　
近
藤
富
貴
子

久
に
や
や
涼
し
夜
と
な
り
庭
 隅
 に

く
ま

ほ
そ
ぼ
そ
鳴
け
り
鈴
虫
の
声
　
　
　
町
屋
　
和
子

餅
ま
き
に
子
ら
に
混
じ
り
て
子
供
気
に

笑
顔
で
見
せ
あ
ふ
餅
の
数
な
り
　
　
武
内
の
り
子

高
層
の
ビ
ル
の
隣
の
垣
根
ご
し

紫
紺
の
葡
萄
鮮
や
か
に
み
ゆ
る
　
　
三
上
　
和
子

秋
風
の
吹
き
そ
め
し
と
き
労
わ
り
の

文
を
戴
き
和
み
て
居
り
し
　
　
　
　
鎌
田
　
敬
子

広報ふらのは再生紙を使用しています

ままちちのの知知っっ得得情情報報満満載載！！

■行政情報番組「ラジオ広報ふらの」
　毎週　月曜日～金曜日　午後５時３０分～５時３５分放送

市市政政をを分分かかりりややすすくく解解説説！！

■まちづくり情報番組「元気ハツラツ！まちづくり」
　１１月２５日鰹土 　午前１０時～１０時４５分放送今月のラジオ広報

広報ふらの  平成２９年１１月号  №６７４

■発行/富良野市（〒076-8555 富良野市弥生町1番1号）　■編集/総務部企画振興課広聴広報係　雑 ３９-２３０４　鯖 ２３-２１２１

■ウェブ http://www.city.furano.hokkaido.jp/　　　　　■次号/お知らせ版１１月号は１１月１５日発行・広報ふらの１２月号は１１月３０日発行

災害時にも対応

災害時には、市とラ

ジオふらのとの協

定により災害情報

が流されます。

▼創設１７年目を迎えた介護保険制度――。この間、高齢
化が進み６５歳以上の第１号被保険者は増加し、多くの人
が介護サービスを利用しています。今後も２０２５年に団塊
の世代が７５歳以上となり、２０４０年代には高齢者数がピー
クに達し、ますます利用者が増えることが見込まれます。
今月号では、その介護保険制度を取り上げました。高齢
者を支える若い世代の方も、ぜひご一読ください！（む）

▼敬老の日に合わせて、各地域で長寿を祝う会
などが行われる中、今月号では栄町連合町内会
の活動について紹介。連合会では、家から外に
出てみんなで一緒に何かをしようと、ふれあい
サロンも盛んに行われています。地域に住んで
いる人同士が顔の見える関係を築いていく上で、
改めて地域活動は大切だと感じました。（ほ）

田所さん家のアイドル

愛しのペットが結ぶ「癒しのワ」。
いや

次はあなたのところへ悦

＝今月のリレーは＝

木下 えり子 さんから ▼ 田所 義朗  さんへ

＝来月は＝

田所 義朗  さんから ▼ 及川 憂依  さんへ

◆
愛
犬
家
も
大
迷
惑
！
ペ
ッ
ト
の
フ
ン
は
持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
◆

　いつも仲良く家の中で

お留守番をしている、芸

達者のブランカと暴れん

坊のたんぽ。近所を散歩

しながら遊ぶのは大好き

だけど、体毛が短いので

これから迎える冬の散歩

はちょっと苦手なんです。

たんぽ（１１歳・手前）ブランカ（９歳・奥）
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